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日
本
の
心
理
療
法
家
養
成

日
本
の
心
理
療
法

心
理
療
法
還
の
宮
常
喜
可
と
は
、
西
園
昌
久
(
一
九
九
三
)
に
よ
れ
ば
、
「
心
理
的
な
問
題
を
持
つ
人
に
対
す
る
職
業
的
専
門
家
に
よ
る

心
理
的
治
療
の
こ
と
」
で
あ
り
、
「
個
人
の
内
外
の
環
境
に
対
す
る
適
応
の
失
敗
に
基
づ
く
も
の
や
、
対
人
関
係
上
の
葛
藤
な
ど
に
由
来
す

る
」
心
理
的
な
問
題
の
解
決
を
図
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
方
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
そ
の
作
用
機
序
の
観
点
か
ら
、
表
現
的
精
神
療
法
、
支
持
的
精
神
療
法
、
洞
察
的
精
神
療
法
、
訓
練
療
法
の
四
つ
に
分
類
し
、
ま

た
、
治
療
期
間
の
観
点
か
ら
、
短
期
精
神
療
法
と
長
期
精
神
療
法
の
二
つ
、

さ
ら
に
、
患
者
・
来
談
者
数
の
観
点
か
ら
、
個
人
精
神
療
法
、
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小
集
団
精
神
療
法
、
大
集
団
精
神
療
法
、
家
族
療
法
、
夫
婦
療
法
の
五
つ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
て
い
る
。
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ま
た
、
東
山
紘
久
(
一
九
九
一
月
)
は
、
心
理
療
法
は
、

「
心
因
性
の
機
能
障
害
を
回
復
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
」
と
し
、

そ
の
際
に
行

わ
れ
る
援
助
を
「
心
理
療
法
的
介
入
」
と
呼
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
と
る
も
の
と
し
て
い
る
。

(1)
症
状
の
除
去
、
症
状
の
治
療
を
目
的
と
し
、
病
理
を
鑑
定
し
、
適
応
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
伝
統
的
療
法
。

(2)
症
状
の
背
後
に
あ
る
人
格
を
問
題
に
し
、
究
極
的
に
は
自
己
実
現
を
目
的
と
し
、
存
在
に
ま
つ
わ
る
聞
い
や
問
題
、
ま
た
そ
れ
に

対
す
る
個
人
の
反
応
を
直
視
す
る
実
存
的
療
法
。

(3) 
こ
こ
ろ
と
い
う
よ
り
、
た
ま
し
い
へ
の
接
触
や
た
ま
し
い
の
救
済
を
目
的
と
し
、
悟
り
や
、
解
脱
、
自
由
、
最
初
に
実
存
レ
ベ
ル

で
直
面
し
た
問
題
の
超
越
を
目
指
す
救
済
論
的
療
法
。

日
本
の
心
理
療
法
家
・
臨
床
心
理
士

心
理
療
法
℃
唱
。

E
p
o
S唱
を
行
う
人
の
こ
と
を
心
理
療
法
家
唱
者
。
Z
P
2
8
Z
Z
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
理

臨
床
の
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
か
、
相
談
員
、
心
理
判
定
員
、
調
査
官
、
臨
床
心
理
学
者
な
ど
と
呼
ん
で
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
内
容
や
役
職
を
そ
の
ま
ま
名
称
と
し
て
用
い
て
い
た
の
だ
が
、
最
近
、

ど
の
よ
う
な
職
場
で
あ
れ
、
心
理
臨
床
を

専
門
と
す
る
人
々
を
、
「
臨
床
心
理
士
」
と
い
う
資
格
名
称
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
臨
床
心
理
士
」

は

一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
が
資
格
審
査
に
合
格
し
た
個
人
に
与
え
る
資
格
の

名
称
で
あ
る
。

東
山
紘
久
(
一
九
九
一
日
)
)
は
、
臨
床
心
理
士
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



心
理
療
法
の
一
般
原
理
と
し
て
、
悩
み
を
持
っ
た
人
に
、
悩
み
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
い
ろ
い
ろ
話
し
て

聞
か
せ
る
よ
り
も
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
悩
み
を
徹
底
的
に
話
さ
せ
る
ほ
う
が
、
悩
み
を
解
決
で
き
る
こ
と
が
経
験
的
に
わ
か
っ

し
か
し
、
悩
み
を
徹
底
的
に
話
さ
せ
る
の
も
、
悩
み
を
徹
底
的
に
聞
く
の
も
、
普
通
の
人
に
は
で
き
に
く
く
、
因
果

律
で
物
事
を
考
え
る
現
代
人
に
と
っ
て
、
非
合
理
的
な
悩
み
の
話
を
聞
く
の
が
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
事

て
い
る
。

実
で
あ
る
。
個
々
に
悩
み
を
表
出
し
尽
く
す
ま
で
、
付
き
合
っ
て
く
れ
る
人
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
が
近
代
社
会
で

は
減
少
し
、

そ
れ
が
臨
床
心
理
士
で
あ
る
。

そ
れ
に
変
わ
っ
て
専
門
的
に
そ
の
役
割
を
す
る
人
が
必
要
に
な
っ
た
。

ま
た
、
小
川
捷
之
(
一
九
九
一
斗
)
に
よ
れ
ば
、
臨
床
心
理
士
は
、

「
こ
こ
ろ
の
専
門
家
」

で
あ
り
、
福
祉
、
医
療
、
司
法
、
教
育
、
産
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
、
こ
こ
ろ
に
関
連
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
相
談
員
、

ク
リ
ニ
カ

ル
・
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
臨
床
心
理
技
術
者
、
臨
床
心
理
学
者
、
心
理
判
定
員
、
調
査
官
、
テ
ス
タ
ー
、
心
理
療
法
家
、

サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ス

ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
、

と
指
摘
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
、
日
本
で
は

「
臨
床
心
理
士
急

Eg-
宮
ヨ

g
z
m互」
と
い
う
名

「
心
理
療
法
家
ヨ
ヨ

Z
P
2
8
2
t

称
の
方
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
い
う
名
称
よ
り
、

し
か
し
、
日
本
社
会
に
心
理
療
法
が
紹
介
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
半
世
紀
ほ
ど
し
か
経
過
し
て
い
な
い
た
め
か
、
心
理
療
法
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、

一
般
的
に
は
、
心
理
療
法
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
理
解
は
広
ま
っ
て
い
な
い
。

ほ
ぼ
同
義
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
理
解
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
療
法
や
ト
占
な
ど
と
の
差
異
も
明
確
に
は
理
解
さ
れ
て

い
な
い
場
合
さ
え
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
社
会
に
生
起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
心

理
療
法
の
技
法
が
、

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
と
な
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
心
理
療
法
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
広

心理療法家養成に関する日英比較315 



く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
来
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
心
理
療
法
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
西
欧
社
会
で
創
始
さ
れ
、
理
論
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
、
実
践
さ

316 

れ
、
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
心
理
療
法
は
、
も
と
も
と
西
欧
社
会
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
代
の
変
遷
に
伴
い
、

そ
の
時
代
の
こ
こ
ろ
の
問
題
や
社
会
の
問
題
に
即
し
て
、
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
研

究
や
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
心
理
療
法
家
と
な
る
た
め
に
一
つ
の
心
理
療
法
の
技
法
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
人

に
は
、
体
系
的
な
研
修
を
か
な
り
長
期
に
わ
た
り
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
(
英
国
の
場
合
、

お
お
よ
そ
四
年
間
以
上
)
。

心
理
療
法
は
、
西
欧
社
会
に
よ
く
な
じ
ん
で
き
て
お
り
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
、
心
理
療
法
は
、
西
欧
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
加
え
ら
れ
、
技
法
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
心
理
療
法
が
日
本
に
導
入
さ
れ
始
め
た
時
期
は
、

そ
の
理
論
や
手
順
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
い
う
し
か
た
で
紹
介
さ
れ
た
。
時

に
は
、
紹
介
者
が
そ
の
技
法
を
実
際
に
習
得
す
る
こ
と
な
く
、
文
献
の
み
を
手
が
か
り
に
技
法
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

勢
い
西
欧
の
新
た
な
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
研
究
者
の
関
心
が
集
中
す
る
こ
と
と
な
り
、
個
々
の
心
理
療
法
の
技
法
を
、
西
欧
の

水
準
で
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
研
究
者
の
数
も
増
加
し
て
は
い
な
い
う
え
、
個
々
の
心
理
療
法
の
継
続
的
な
実
践
と
検
討
が
行
わ
れ
な
い

ま
ま
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
心
理
療
法
家
の
養
成
が
立
ち
遅
れ
た
こ
と
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
の
心
理

療
法
家
養
成
課
程
と
英
国
の
そ
れ
と
を
比
較
し
、
心
理
療
法
の
一
つ
で
あ
る
心
理
劇
療
法
官
喝
の

FasBmの
療
法
家
養
成
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
す
る
。



2 

日
本
の
心
理
療
法
家
養
成
の
流
れ

広
義
の
心
理
療
法
に
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
の
臨
床
心
理
学
は
、

一
八
九
六
年
に
、
「
巧

=
5
2
が
任
命
ロ
ロ
言
。
円
巴
守
え

旬。一ロロ
ω
M
L
g口
紅
に
、
司
喝
の
}
5
z
m
w何回
-
C
E目
。
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
心
理
療
法
が
一
般
に
知
ら

れ
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

そ
れ
よ
り
ず
っ
と
遅
れ
、

一
九
六

0
年
代
以
降
で
あ
る
。

そ
の
後
、

日
本
心
理
臨
床
学
会
(
一
九
八
二
年
設
立
)
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
関
連
学
会
の
協
賛
と
そ
の
他
関
連
団
体
の
協
力
に
よ
り
、

一
九
八
八
年
に
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
(
一
九
九

O
年
に
文
部
省
認
可
の
財
団
法
人
と
な
る
)
が
設
立
さ
れ
、

「
臨
床
心
理
士
」

格
審
査
が
開
始
さ
れ
、
現
在
一
万
人
以
上
に
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
〉
り
に
、

一
九
九
六
年
に
は
、
認
定
協
会
指
定
の
大
学
院
に
お
け

る
臨
床
心
理
士
養
成
が
始
ま
っ
た
。
現
在
一
一
ム
ハ
校
の
大
学
院
が
指
定
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、
司
唱
。

Z
F
2
8可
の
訳
語
で
あ
る
心
理
療
法
に
は
、
多
く
の
理
論
と
技
法
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
技
法
の
主
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
、

一
九
五

0
年
代
以
降
、
多
く
の
臨
床
心
理
学
者
(
第
一
世
代
、
第
二
世
代
)
に
よ
っ
て
、
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
現
在
心
理
療
法
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
技
法
は
、

五

0
種
類
以
上
あ
る
。

」
の
よ
う
に
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
、

一
九
五

0
年
代
に
、
画
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

中
心
療
養
、

一
九
六

0
年
代
に
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
な
い
心
理
療
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
ユ
ン
グ
派
の
夢
分
析
や
、
学
習
理
論
に
基
礎

を
置
い
た
技
法
と
し
て
行
動
療
法
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
他
、
自
己
分
析
や
、
性
格
分
析
、

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
、

T
グ
ル
ー
プ
、

ラ
ボ
ラ
ト
リ
!
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
グ
ル
ー
プ
、

フ
ォ

l
カ
シ
ン
グ
、

ニ
ュ
!
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ブ
リ
!
フ
・
セ
ラ

ピ
ィ
、
心
理
劇
、
催
眠
療
法
、

メ
ン
タ
ル
・
リ
ハ
ー
サ
ル
、
自
律
訓
練
法
、
リ
ラ
ク
ゼ
!
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
動
作
法
、

バ
イ
オ
・

の
資

心理療法家養成に関する日英比較317 



フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
家
族
療
法
、
論
理
療
法
、
認
知
療
法
、
認
知
行
動
療
法
、
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
療
法
、
交
流
分
析
、
遊
戯
療
法
、
芸
術
療

法
、
な
ぐ
り
描
き
法
、
家
族
絵
画
療
法
、
動
的
絵
画
療
法
、
音
楽
療
法
、
読
書
療
法
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
療
法
、
俳
句
・
連
句
療
法
、
イ
メ
ー
ジ

療
法
、
作
業
療
法
、
ド
ラ
マ
療
法
、
プ
レ
イ
・
バ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
、
箱
庭
療
法
、
関
係
療
法
、
実
存
分
析
、
ド

1
ル
・
プ
レ
イ
、

318 

コ
ー
チ

ン
グ
、
思
考
場
療
法
、
前
世
療
法
、

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
々
、
数
多
い
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
心
理
療
法
が
次
々
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
他
に
も
、
日
本
で
は
精
神
科
医
が
用
い
る
事
の
多
い
精
神
分
析
療
法
や
、
長
期
に
わ
た
る
精
神
科
の
病
院
で
の
臨

床
経
験
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
日
本
の
心
理
療
法
で
あ
る
森
田
療
法
や
、
内
観
療
法
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
法
は
、
主
に
そ
の
紹
介
者
た

ち
ゃ
創
始
者
た
ち
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
、
個
々
の
技
法
の
可
包
巳
口
問
が
行
わ
れ
て
き
た
。

臨
床
心
理
士
養
成
の
現
状

つ臼
!
l
l
司

i
l
l
-
噌

i

臨
床
心
理
士
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

前
述
の
よ
う
に
、
心
理
療
法
の
実
践
者
と
し
て
の
臨
床
心
理
士
の
養
成
は
、
主
に
、
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
(
以
下
認
定
協
会

と
呼
ぶ
)
の
指
定
す
る
大
学
院
一
一
ム
ハ
校
(
平
成
一
五
年
度
現
在
)
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

認
定
協
会
の
指
定
す
る
大
学
院
(
第
一
種
校
の
場
合
)
は
、
「
臨
床
心
理
学
」

の
名
称
を
持
つ
専
攻
・
課
程
を
持
ち
、
担
当
者
は

「
臨
床

心
理
士
」
有
資
格
者
五
名
以
上
、
付
属
臨
床
心
理
相
談
室
(
事
務
室
一
、
面
接
室
三
、
プ
レ
イ
ル
1
ム
二
程
度
と
、
事
務
担
当
職
員
一
名
)

等
が
開
設
さ
れ
て
い
て
、
「
臨
床
心
理
基
礎
実
習
」
、
「
臨
床
心
理
実
習
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
最
低
の
基
準
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
認
定
協
会
は
、
資
格
審
査
受
験
者
に
対
し
て
、
「
大
学
院
で
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
標
準
的
な
科
目
と
単
位
数
」
を
も
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
必
修
科
目
(
臨
床
心
理
学
特
論
、
臨
床
心
理
面
接
特
論
、
臨
床
心
理
査
定
演
習
、
臨
床
心
理
基
礎
実
習
、
臨
床
心



理
実
習
)
五
科
目
一
六
単
位
以
上
、
選
択
必
修
科
目
群

(
A、
B
、
C
、
D
、
E
)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
単
位
以
上
計
二
六
単
位
以
上
の
習
得
を

求
め
て
い
る
(
表
1
参
照
)
。
こ
れ
は
、
臨
床
心
理
士
資
格
を
取
得
す
る
も
の
は
、
同
一
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
履
修
す
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
認
定
協
会
指
定
の
一
一
六
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
基
本
的
に
同
一
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
か
ら
臨
床
心
理
士
審
査
資
格
取
得
を
め
ざ
す
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
履
修
の
し
か
た
が
想
定
さ
れ
る
。
履
修
者

個
々
人
は
履
修
科
目
選
択
に
当
た
っ
て
、
当
然
、
自
ら
が
目
指
す
臨
床
心
理
士
像
を
も
と
に
履
修
計
画
を
立
て
る
だ
ろ
う
。

ス
ク
ー
ル
・
カ

ウ
ン
セ
ラ

1
を
目
指
し
て
い
る
人
と
、
精
神
科
で
の
心
理
臨
床
を
考
え
て
い
る
人
と
で
は
、
履
修
の
し
か
た
は
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

た
、
各
大
学
院
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
臨
床
心
理
学
に
関
連
し
た
歴
史
が
あ
り
、
心
理
臨
床
に
対
す
る
立
場
や
そ
の
理
論
的
背
景
が
異
な
る
。
ま

た
、
心
理
臨
床
の
理
論
研
究
に
優
れ
て
い
る
と
か
、
学
校
教
育
に
お
け
る
心
理
相
談
に
実
績
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
長
く
障
害
児
の
発
達
臨

床
を
実
践
し
て
き
で
い
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
同
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
と
は
い
え
、
履
修
す

る
内
容
に
幾
分
か
の
差
異
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
「
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
審
査
」
に
向
け
て
の
履
修
で
あ
る
か
ら
、

各
科
目
の
授
業
内
容
に
大
き
な
差
異
は
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

履
修
モ
デ
ル
の
検
討

そ
こ
で
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
か
ら
履
修
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
わ
が
国
の
心
理
療
法
家
養
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
上
に

述
べ
た
と
よ
う
に
、
個
々
人
の
目
指
す
も
の
や
各
大
学
院
の
特
色
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
履
修
の
し
か
た
は
一
彪
大
な
数
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
以
下
に
述
べ
る
三
種
類
の
代
表
的
な
履
修
モ
デ
ル
を
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
主
に
臨
床
心
理
学
と
そ
の
関
連
領
域

を
履
修
す
る
モ
デ
ル
と
、
主
に
心
理
療
法
や
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
履
修
す
る
モ
デ
ル
、
主
に
精
神
医
学
関
連
の
科
目
を
履
修
す
る
モ
デ
ル

の
三
モ
デ
ル
で
あ
る
。

宇
品
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表1 日本臨床心理士資格認定協会が示す履修すべきカリキュラム

①必修科目・単位

臨床心理学特論 4単位

臨床心理面接特論 4単位

臨床心理査定演習 4単位

臨床心理基礎実習 2単位

臨床心理実習 2単位

②選択必修科目群:次のA，B， C， D， E群からそれぞれ2単位以上，計26

単位以上履修

A群心理学研究法特論

心理統計法特論

臨床心理学研究法特論

B群人格心理学特論

発達J心理学特論

学習J心理学特論

認知心理学特論

生理IL:、理学特論

大脳生理学特論

比較行動学特論

教育IL:、理学特論

C群社会心理学特論

集団力学特論

社会病理学特論

家族J心理学特論

犯罪心理学特論

臨床心理関連行政論

D群精神医学特論

心身医学特論

老年心理学特論

障害者(児)心理学特論

精神薬理学特論

E群投影法特論

心理療法特論

学校臨床心理学特論

グループ・アプローチ特論

コミュニティ・アプローチ特論
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履
修
モ
デ
ル

I

[
履
修
モ
デ
ル

I
]
を
、
こ
こ
で
は
知
識
優
先
型
の
履
修
と
呼
ぶ
(
表
2
参
照
)
。
こ
の
場
合
、
心
理
統
計
法
か
ら
認
知
心
理
学
、
生
理
心

理
学
、
社
会
心
理
学
、
老
年
心
理
学
、
学
校
臨
床
心
理
学
ま
で
、
幅
広
く
心
理
学
を
学
び
、

心
理
学
関
連
領
域
と
し
て
比
較
行
動
学
を
学

ぶ
。
そ
し
て
、
心
理
療
法
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
ぶ
。

こ
こ
で
学
ぶ
知
識
は
、
多
種
多
様
な
心
理
療
法
を
理
解
す
る
う
え
で
、
非
常
に
有
用
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
、
も
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
論
が

特
定
の
心
理
療
法
と
の
関
連
で
講
義
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
心
理
療
法
に
対
す
る
理
解
が
容
易
に
な
り
、

よ
り
深
く
技
法
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
認
知
心
理
学
が
、
認
知
療
法
な
い
し
認
知
行
動
療
法
と
の
関
連
で
講
義
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
療
法
へ
の
理

解
は
深
ま
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
生
理
心
理
学
が
自
律
訓
練
法
と
の
関
連
で
講
義
さ
れ
た
り
、
社
会
心
理
学
が
集
団
心
理
療
法
と
の
関
連
で

展
開
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
実
践
さ
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
心
理
療
法
の
理
論
的
背
景
を
な
し
た
り
関
連
し
た
り
し
て
い
る
分
野
の
心
理
学

(6) 

に
つ
い
て
の
講
義
は
、
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
意
義
深
い
。
東
山
紘
久
(
二

O
O四
)
が
、
「
少
な
い
知
識
は
偏
見
に
な
り
、
豊
富
な
知
識
は

知
恵
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

個
々
の
技
法
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
は
、
心
理
臨
床
の
場
で
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
心
理
臨
床
の
場
で
、
こ
こ
ろ
の
専
門
家

と
し
て
心
理
療
法
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
知
識
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
か
?

心
理
臨
床
の
場
は
、
こ
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
て
い

る
人
と
向
き
合
う
場
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
は
、

そ
の
存
在
が
特
定
し
に
く
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
の
行
動
を
左
右
す
る
作
用
を
持
っ
て
い
る
。

人
が
生
き
て
い
く
こ
と
を
容
易
に
も
困
難
に
も
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
の
が
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
の
専
門
家
に
は
、
心
理
臨
床
の
場

で
は
、
こ
こ
ろ
の
専
門
家
に
、
幅
広
い
知
識
よ
り
以
上
の
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。

例
え
ば
、

い
く
つ
も
の
楽
器
に
つ
い
て
の
幅
広
く
深
い
知
識
を
有
し
て
い
る
人
が
、
必
ず
し
も
、
優
れ
た
演
奏
家
と
は
限
ら
な
い
。
技
能

だ
け
の
楽
器
演
奏
は
、
優
れ
た
演
奏
と
は
い
え
な
い
し
、
楽
器
や
楽
曲
に
対
す
る
深
い
理
解
と
知
識
だ
け
で
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
も
で
き

心理療法家養成に関する日英比較321 



表2 [履修モデル知識優先タイプ]

大学院1年次:臨床心理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床J心理査定演習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床Il二、理基礎実習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[A群]

心理統計法特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[B群]

認知心理学特論 4単位 1.5時間/週x24ニ 36時間

生理IG'、理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[C群]

社会J[;、理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

計252時間

大学院2年次:臨床面接特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床心理実習 2単位 1.5時間/週x24ニ 36時間

[B群]

比較行動学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[D群]

老年心理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[E群]

学校臨床心理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

計180時間

2年間合計 34単位 432時間
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な
い
。
技
能
と
楽
器
と
楽
曲
に
関
す
る
深
い
知
識
と
が
相
互
に
補
い
合
い
、
高
め
合
い
な
が
ら
優
れ
た
演
奏
と
な
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
心
理
臨
床
の
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
幅
広
い
知
識
と
深
い
理
解
を
伴
っ
た
心
理
療
法
の
実
践
技
能
で
あ
ろ
う
。

ゆ
え
、
こ
の
タ
イ
プ
の
履
修
は
、
技
能
と
し
て
の
心
理
療
法
を
習
得
す
る
た
め
の
基
礎
を
築
く
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
タ
イ

プ
の
履
修
者
は
、

さ
ら
に
、
心
理
療
法
の
高
度
な
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
心
理
臨
床
の
場
に
立
つ
も
の
と
し
て
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

2
1
2ーー

2

履
修
モ
デ
ル

H

[
履
修
モ
デ
ル

H
]
は
、
技
能
志
向
型
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
(
表
3
参
照
)
。
こ
の
履
修
の
仕
方
は
、
履
修
者
の
関
心
が
心
理
療

法
の
実
践
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
臨
床
心
理
学
研
究
法
や
、
心
理
療
法
、
投
影
法
、
グ
ル
ー
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
心
理

療
法
の
実
践
に
直
接
結
び
つ
く
科
目
の
履
修
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
各
種
の
心
理
療
法
に
理
論
的
背
景
を
提
供
し
て
い
る
人
格

心
理
学
や
、
多
く
の
集
団
療
法
の
考
え
方
に
基
礎
と
な
っ
て
い
る
集
団
力
学
、
来
談
者
の
問
題
の
み
た
て
に
必
要
な
知
識
を
提
供
す
る
精
神

医
学
と
い
っ
た
科
目
が
選
ば
れ
て
い
る
。

さ
て
、
東
山
紘
久
(
二

0
0町
)
は
、
心
理
面
接
に
は
、
か
臨
床
心
理
学
の
知
識
H

と
庁
学
際
的
な
知
識
H

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
上
に

専
門
的
知
識
を
積
み
重
ね
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

さ
ら
に
、
心
理
面
接
の
学
び
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

心
理
面
接
は
実
際
に
ゃ
れ
な
い
と
値
打
ち
は
な
い
。
畳
の
上
の
水
泳
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
き
な
り
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
面
接

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
ず
は
先
人
の
面
接
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
な
じ
め
る
と
よ
い
O
i
-
-
-
中
略
:
:
:

指
導
者
が
つ
い
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
貫
と
し
て
こ
れ
ら
の
テ

l
プ
を
見
聞
き
す
る
こ
と
は
、
最
初
の
体
験
学
習
と
し
て
重

要
で
あ
り
、
効
果
的
で
あ
る
。
何
よ
り
も
学
習
は
模
倣
か
ら
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
知
識
と
し
て
理
論
を
学
び
、
先
輩
の
実
例

を
見
聞
き
し
た
後
は
、
実
際
に
そ
れ
を
や
っ
て
み
る
。
:
:
:
後
略
・

そ
れ
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表3 [履修モデル11:技能志向タイプ]

大学院1年次:臨床心理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床心理査定演習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床心理基礎実習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[A群]

臨床心理学研究法特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[B群]

人格'L-、理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[C群]

集団力学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[E群]

心理療法特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

計252時間

大学院2年次:臨床面接特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床心理実習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[D群]

精神医学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[E群]

投影法特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

グループ・アプローチ特論

4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

計180時間

2年間合計 34単位 432時間
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東
山
が
い
う
「
畳
の
上
の
水
泳
」
を
す
る
臨
床
心
理
士
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
こ
の
履
修
モ
デ
ル

H
は
有
効
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
心
理
療
法
に
結
び
つ
い
た
科
目
の
履
修
が
中
心
と
な
る
た
め
、
心
理
学
や
臨
床
心
理
学
関
連
領
域
に
関
す
る
幅
広
く
深
い
知
識
を
習

得
す
る
機
会
が
少
な
い
。
少
な
い
知
識
の
上
に
、
技
法
の
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
タ
イ
プ
の
履
修
を
す
る
場
合
は
、
心
理
療
法
の
実
践
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
法
を
履
修
す
る
以
前
に
、

N

臨
床

心
理
学
の
知
識
H

と
H

学
際
的
な
知
識
H

を
習
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
心
理
療
法
家
と
し
て
基
本
の
、
幅
広

く
深
い
知
識
が
不
十
分
の
た
め
に
、

そ
の
心
理
臨
床
の
実
践
は
、
不
安
定
で
不
確
か
な
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

つ臼ーーっ“
|
l
q
J

履
修
モ
デ
ル
阻

[
履
修
モ
デ
ル
田
]

は
、
精
神
医
療
現
場
志
向
型
の
履
修
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
(
表
4
参
照
)
。
こ
の
履
修
の
し
か
た
か
ら
、
履

修
者
は
、
精
神
医
療
現
場
で
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
精
神
医
学
や
薬
理
学
に
つ
い
て
の
知
識
の
獲
得
を
め
ざ
し
、
加
え
て
、
精
神
保
健
の

場
で
の
実
践
に
必
要
な
知
識
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
医
学
、
心
身
医
学
、
精
神
薬
理
学
な
ど
の
医
学

関
連
の
科
目
の
履
修
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
心
理
学
研
究
法
や
臨
床
心
理
学
関
連
行
政
に
関
す
る
科
目
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア

ブ
ロ
ー
チ
な
ど
と
い
っ
た
科
目
が
選
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
精
神
医
療
の
場
で
は
、
患
者
に
対
し
て
治
療
の
責
任
を
負
う
の
は
医
師
で
あ
り
、
心
理
療
法
の
み
を
行
う
臨
床
心
理
士

は
、
医
師
の
補
助
的
役
割
を
担
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
診
断
と
治
療
は
医
師
の
領
域
で
あ
り
、
医
師
が
そ
の
治
療
に
必
要
と
認
め
た
場
合

に
行
わ
れ
る
精
神
療
法
(
心
理
療
法
)
を
、
医
師
の
指
示
に
よ
っ
て
医
師
の
代
わ
り
に
行
う
の
が
臨
床
心
理
士
、
と
い
う
の
が
、
精
神
医
療

の
場
に
お
け
る
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

優
れ
た
心
理
療
法
の
技
法
と
、
精
神
医
学
関
連
の
幅
広
く
深
い
知
識
と
を
あ
わ
せ
持
っ
た
臨
床
心
理
士
が
、
精
神
医
療
の
場
で
心
理
療
法

心理療法家養成に関する日英比較325 



表4 [履修モデル田:精神保健タイプ]

大学院1年次:臨床心理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

臨床心理査定演習 2単位 1.5時間/週x24ニ 36時間

臨床心理基礎実習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[A群]

心理学研究法特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[B群]

発達IL、理学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[C群]

臨床IL、理学関連行政論

4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[D群]

精神医学特論 4単位 1.5時間/週x24ニ 36時間

計252時間

大学院2年次:臨床面接特論 4単位 1.5時間/週x24ニ 36時間

臨床心理実習 2単位 1.5時間/週x24 = 36時間

[D群]

心身医学特論 4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

精神薬理学特論 4単位 1.5時間/週x24ニ 36時間

[E群]

コミュニティ・アプローチ特論

4単位 1.5時間/週x24 = 36時間

計180時間

2年間合計432時間
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を
行
う
こ
と
は
、
意
義
深
い
。
人
の
心
の
問
題
を
、

H

身
体
機
能
の
一
部
と
し
て
の
精
神
υ

の
不
調

(
E
S
E
-
岳

g
E
2
)
と
し
て
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、

そ
こ
に
表
れ
て
い
る
行
動
上
の
問
題
は
、

そ
の
人
の
心
理
的
な
問
題
(
ヨ
ヨ

g
z
m片
山
ご
v

円。σ『
自
)
で
あ
る
と
と
ら
え
る
の

そ
の
人
の
通
常
と
は
異
な
る
行
動
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
っ
て
、
適
応
の
失
敗

が
心
理
療
法
で
あ
る
。
適
応
の
失
敗
や
強
い
葛
藤
状
況
が
、

や
強
い
葛
藤
状
態
は
、

υ
身
体
機
能
の
一
部
と
し
て
の
精
神
H

の
不
調
の
結
果
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
人
の
心
の
問
題
に
、
心

理
療
法
は
有
効
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

N

身
体
機
能
の
一
部
と
し
て
の
精
神
H

の
不
調
で
、
疾
病
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
精
神
医
学
が
蓄
積
し
て
き
た
情
報
量
は

彪
大
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
苦
し
み
を
緩
和
す
る
た
め
の
薬
も
多
様
で
あ
り
、

そ
の
情
報
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
、
こ
の
履
修
モ
デ
ル
匝

で
履
修
さ
れ
る
精
神
医
学
関
連
三
科
目
の
合
計
授
業
時
間
数
は
、

一
O
八
時
間
で
(
四
単
位
を
週
一
回
九

O
分
リ
一
・
五
時
間
の
授
業
二
四

週
分
と
し
て
計
算
)
あ
り
、
こ
の
精
神
医
学
関
連
の
履
修
が
、
幅
広
く
深
い
知
識
と
し
て
十
分
と
は
い
い
が
た
い
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

ま
た
、
心
理
療
法
関
連
の
科
目
の
履
修
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
に
留
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
履
修
が
、
心
理
療
法
の
技
法

の
習
得
に
直
接
結
び
つ
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
心
理
臨
床
の
場
で
行
う
べ
き
心
理
療
法
の
技
法
の
習
得
が
難
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
履
修

モ
デ
ル
皿
は
、
認
定
協
会
が
示
し
て
い
る
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
は
、
精
神
医
療
現
場
を
志
向
す
る
履
修
の
し
か
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
履
修
だ
け
で
は
、
優
れ
た
心
理
療
法
の
技
法
と
精
神
医
学
関
連
の
幅
広
く
深
い
知
識
と
を
あ
わ
せ
持
つ
臨
床
心
理
士
と
な
る
こ
と

は
難
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
三
つ
の
履
修
モ
デ
ル
(
知
識
優
先
型
、
技
能
指
向
型
、
精
神
医
療
現
場
志
向
型
)
を
検
討
し
て
き
た
。
次
に
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
養
成
さ
れ
る
臨
床
心
理
土
像
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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も
と
も
と
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
三
二
科
目
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
特
論
と
呼
ば
れ
る
講
義
形
式
の
科
目
が
二
九
科
目
で
、

演
習
が
一
科
目
、
実
習
が
二
科
目
と
な
っ
て
お
り
、
心
理
学
に
関
す
る
知
識
の
習
得
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、

標
準
と
さ
れ
る
科
目
の
履
修
を
す
る
と
、
演
習
一
科
目
、
実
習
二
科
目
、
講
義
科
目
が
九
科
目
と
な
る
。
二
年
間
の
総
単
位
数
三
四
単
位
、

合
計
授
業
時
間
数
四
三
二
時
間
の
う
ち
、
演
習
は
二
単
位
三
六
時
間
、
実
習
は
四
単
位
七
二
時
間
で
、
全
体
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

つ

ま
り
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
臨
床
心
理
学
と
関
連
領
域
に
関
す
る
知
識
の
習
得
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
履
修
モ
デ
ル
を
基
に
し
た
検
討
か
ら
、

た
と
え
技
能
指
向
履
修
を
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
で
は
、
特
定
の
心
理

療
法
の
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
心
理
療
法
の
実
施
が
期
待
さ
れ
る
心
理
臨
床
の
場
を
想
定
し
た
履
修

で
習
得
さ
れ
る
知
識
も
、
精
神
医
学
関
連
三
科
目
で
総
時
間
数
の
四
分
の
一
と
な
る
が
、
合
計
授
業
時
間
数
が
一

O
八
時
間
に
過
ぎ
ず
、
決

し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

知
識
優
先
の
履
修
を
し
た
場
合
は
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
心
理
学
に
関
す
る
幅
広
い
内
容
を
、
臨
床
心
理
士
を
指
向
す
る
者
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
は
、
ま
っ
た
く
個
々
人
に
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
履
修
か
ら
心
理
臨
床
の
実
践
者
と
し
て
の
臨
床

心
理
士
像
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
。

技
能
志
向
の
履
修
を
し
た
場
合
は
、
心
理
療
法
や
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
心
理
療
法
の
知
識

を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
心
理
療
法
を
実
践
す
る
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
数
種
類
の
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
を
使
用
で
き
る

こ
と
は
、
心
理
臨
床
の
実
践
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
を
実
施
す
る
こ
と
と
使
用
す
る
こ
と
と
は
、
や
は

り
別
の
問
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
少
な
い
種
類
の
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
に
特
化
し
て
履
修
を
し
た
場
合
は
、

そ
の
臨
床
心
理

士
は
、
心
理
療
法
に
関
す
る
知
識
を
併
せ
持
つ
テ
ス
タ
ー
あ
る
い
は
心
理
判
定
を
す
る
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
。



精
神
理
療
現
場
志
向
の
履
修
を
し
た
場
合
、
精
神
医
学
関
連
の
知
識
を
得
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
知
識
の
量
は
、
精
神
医
療
現
場
で
は

十
分
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
特
定
の
心
理
療
法
を
習
得
す
る
よ
う
な
履
修
で
は
な
い
の
で
、
心
理
臨
床
の
専
門
家
と
し
て
の

技
法
を
持
つ
こ
と
が
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
場
合
も
や
は
り
、
心
理
臨
床
の
実
践
者
と
し
て
の
臨
床
心
理
士
像
を
描
く
こ
と
が
難
し
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

」
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、
認
定
協
会
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た

「
臨
床
心
理
士
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
「
臨
床
心
理
士
」

は
、
心
理
臨
床
の
場
で
、
多
様
で
複
雑
な
問
題
を
抱
え
た
患
者
・
来
談
者
と
向
き
合
う
時
に
必
要
か
つ
十
分
な

豊
富
な
心
理
学
の
知
識
を
十
分
に
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、
特
定
の
心
理
療
法
や
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
を
心
理
臨
床
の
場
で
使
う
こ
と
が

で
き
る
技
能
は
備
え
て
い
な
い
の
で
、
多
種
多
様
な
心
理
臨
床
の
場
で
の
実
践
に
即
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
資
格
取
得
後
に
、

自
主
的
に
研
修
の
機
会
を
求
め
、
特
定
の
心
理
療
法
や
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
を
習
得
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

指
定
大
学
院
で
の
臨
床
心
理
士
養
成

以
上
の
よ
う
に
、
認
定
協
会
が
示
し
て
い
る
「
大
学
院
で
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
標
準
的
な
科
目
と
単
位
数
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿

っ
て
履
修
し
た
場
合
の
モ
デ
ル
を
も
と
に
、
認
定
協
会
が
目
指
し
て
い
る
臨
床
心
理
士
像
を
探
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
認
定
協
会
が
指
定
す
る
臨

床
心
理
士
養
成
大
学
院
で
の
具
体
的
な
養
成
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

」
こ
で
は
、

「
臨
床
心
理
士
養
成
指
定
大
学
院
ガ
イ
ド

2
0
0
5
」
日
本
評
論
社
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
指
定
大
学
院
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
資
料
と
し
て
、
指
定
大
学
院
で
の
臨
床
心
理
士
養
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

心理療法家養成に関する日英比較329 
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各
指
定
大
学
院
で
は
、
認
定
協
会
が
示
し
て
い
る
「
大
学
院
で
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
標
準
的
な
科
目
と
単
位
数
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
も
と
に
し
て
、

ど
の
よ
う
な
臨
床
心
理
士
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
各
大
学
院
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
シ
ラ
パ
ス
を
集
め
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
。

そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、

「
臨
床
心
理
士
養
成
指
定
大
学
院
ガ
イ
ド

2
0
0
5
」
日
本
評
論
社
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
指
定
大
学
院
の
プ
ロ
フ
ィ
!

ル
を
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
平
成
一
五
年
度
現
在
の
認
定
境
界
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
一
一
ム
ハ
の
う
ち
一
一

五
大
学
院
の
資
料
が
載
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
約
一
五

O
O字
程
度
の
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
る
が
、
各
大
学

院
の
特
色
と
、
教
授
陣
容
、
教
授
科
目
、
臨
床
心
理
士
養
成
の
方
法
な
ど
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
執
筆
者
は
、
各
大
学
院

で
臨
床
心
理
士
養
成
の
中
核
を
担
う
教
員
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
大
学
院
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、

そ
の
大
学
院
が
臨
床
心
理
士
養
成
に

お
い
て
ど
こ
に
力
点
を
置
い
て
い
る
か
を
示
す
十
分
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
資
料
の
中
か
ら
、
履
修
者
が
そ
の
心
理
療
法
を
習
得
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
触
れ
る
機
会
の
あ
る
心
理
療
法
と
し

て
名
称
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
大
学
院
と
、

そ
の
心
理
療
法
に
つ
い
て
調
べ
た
(
表
5
)
。
そ
れ
は
、
臨
床
心
理
土
と
は
心
理
療
法
の
実

践
者
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
何
等
か
の
心
理
療
法
を
そ
の
養
成
課
程
で
習
得
し
、
心
理
臨
床
の
場
で
そ
の
技
法
を
使
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

何
等
か
の
心
理
療
法
の
名
称
を
記
載
し
て
い
た
大
学
院
は
、

一
一
五
校
中
四
三
校
で
あ
っ
た
。
記
載
さ
れ
て
い
た
心
理
療
法
の
名
称
は
、

教
員
の
研
究
分
野
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
も
多
数
あ
り
、
履
修
者
が
そ
の
心
理
療
法
の
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
上
記
四
三
校
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
た
心
理
療
法
は
、
コ
二
種
類
で
あ
っ
た
。
最
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
た
心
理
療
法
は
、
精



心理療法の種類

精神分析 16 サイコドラマ 2 

遊戯療法 15 ストレスコーピング 2 

箱庭療法 9 音楽療法 2 

認知行動療法 9 対話J心理療法 1 

カウンセリング 9 交流分析 1 

家族療法 9 集団心理療法 1 

絵画療法 7 アサーション 1 

イメージ療法 5 個人心理学J心理療法 1 

フォーカシング 5 催眠療法 1 

分析I~'、理学 4 臨床動作法 1 

行動療法 4 対象関係論J心理療法 1 

夢分析 3 集団心理療法 1 

クライエント中心療法 3 森田療法 1 

プリーフセラピィ 3 ゲシュタルト療法 1 

自律訓練法 3 内観法 1 

コラージュ療法 2 

表5

神
分
析
一
六
件
、

二
番
目
は
、
遊
戯
療
法

一
五
件
、
三
番
目
は
、
箱
庭
療
法
、
認
知
行

動
療
法
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
家
族
療
法
で

そ
れ
ぞ
れ
九
件
ず
つ
、

以
下
、
絵
画
療
法

七
件

イ
メ
ー
ジ
療
法
と
フ
ォ

l
カ
シ
ン
グ

が
そ
れ
ぞ
れ
五
件
、
分
析
心
理
学
と
行
動
療

法
が
そ
れ
ぞ
れ
四
件
、
夢
分
析
、
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
中
心
療
法
、
自
律
訓
練
法
が
三
件
ず
つ
、

コ
ラ
ー
ジ
ュ
療
法
、

サ
イ
コ
、
ド
ラ
マ
、
プ
リ

ー
フ
・
セ
ラ
ピ
ィ
、
集
団
心
理
療
法
、

レ
ス
・
コ

1
ピ
ン
グ
が
二
件
ず
つ
。
そ
の
他
、

臨
床
動
作
法
、
交
流
分
析
、
催
眠
療
法
、
森

回
療
法
、
個
人
心
理
学
心
理
療
法
、
ゲ
シ
ユ

タ
ル
ト
療
法
、
対
話
心
理
療
法
、

ア
サ

l
シ

ョ
ン
、
対
象
関
係
論
心
理
療
法
、
内
観
法
が

そ
れ
ぞ
れ
一
件
ず
っ
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、

」
れ
ら
の
各
大
学
院
に
記
載
さ
れ

た
心
理
療
法
の
中
に
は
、

一
人
の
教
員
が
複

数
の
心
理
療
法
を
専
門
と
し
て
い
る
、
あ
る

ス
ト
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い
は
研
究
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
大
学
院
で
は
、
対
話
療
法
と
箱
庭
療
法
、
描
画
療
法
、
遊
戯
療
法
、
夢
分

析
が
一
人
の
教
員
の
専
門
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
別
の
大
学
院
で
は
、
精
神
分
析
的
心
理
療
法
、
個
人
心
理
学
心
理
療
法
、
プ
リ

332 

ー
フ
・
セ
ラ
ピ
ィ
の
理
論
と
技
術
を
一
人
の
教
員
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。

つM
l
l
q
J
ー
ー
ワ
臼

「
臨
床
心
理
士
」
養
成
の
問
題
点

前
記
の
よ
う
に
、
指
定
大
学
院
の
う
ち
、
何
等
か
の
心
理
療
法
の
名
称
を
記
載
し
て
い
た
大
学
院
は
、

一
一
五
校
中
四
三
校
で
あ
っ
た
。

記
載
さ
れ
て
い
た
心
理
療
法
の
名
称
は
、
教
員
の
研
究
分
野
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
も
多
数
あ
り
、
履
修
者
が
そ
の
心
理

療
法
の
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
日
本
の
臨
床
心
理
学
の
特
徴
の
一
つ
は
、
研
究
者
と
実
践
者
と
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
か
ら
、
教
員
の
研
究
分
野
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
心
理
療
法
の
技
法
に
、
そ
の
教
員
が
習
熟
し
て
い
て
、

心
理
臨
床
の
実
践
も
経
験
し
、
履
修
者
に
そ
の
技
法
を
教
授
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
、

一
人
の
教
員
が
複
数
の
心
理
療
法
を
専
門
と
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
研
究
し
て
い
る
と
す
る
も
の
が
数
多
く
あ
っ
た
。

心
理
療
法
の
技
法
に
習
熟
す
る
に
は
、
長
期
間
の
研
修
が
必
要
で
あ
る
。

一
つ
の
心
理
療
法
の
技
法
を
習
得
し
、
心
理
臨
床
の
場
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も
数
年
は
必
要
で
あ
る
。

一
技
法
の
習
得
に
何
年
も
か
か
る
心
理
療
法
を
、
履
修

者
に
そ
の
技
法
の
訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
熟
達
す
る
に
は
、

一
技
法
に
つ
い
て
相
当
長
期
に
わ
た
っ
て
訓
練
を
受
け
、

そ
の
技

法
で
の
心
理
臨
床
を
実
際
に
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相
当
長
期
の
訓
練
と
実
践
と
を
経
て
は
じ
め
て
、
履
修

者
に
そ
の
技
法
の
訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
た
と
き
、

一
人
の
教
員
が
複
数
の
心
理
療
法
の
技
法
を

教
授
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

き
わ
め
て
困
難
で
特
殊
な
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
に
は
、
長
期
間
(
少
な
く
と
も
一
技
法
に
つ
い

て
六

1
一
O
年
)
の
研
修
を
受
け
、
複
数
の
心
理
療
法
の
技
法
に
習
熟
し
、
教
授
で
き
る
実
力
を
持
つ
教
員
が
数
多
く
い
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
真
偽
は
如
何
、

で
あ
る
。



表6 指定大学院実習機関

1種指定大学院実習機関 2種指定大学院実習機関

付属相談機関 66 学外機関 8 

相談機関(福祉) 10 学校 5 

相談機関(教育) 18 相談機関(教育) 6 

学校 14 相談機関(福祉) 8 

福祉施設(児童) 26 福祉施設(児童) 8 

福祉施設(成人) 9 精神保健センター 5 

精神保健センター 7 病院 26 

病院 60 福祉施設(成人) 1 

その他の機関 5 付属機関 22 

表7 指定大学院実習指導方法

1種指定大学院実習指導 2種指定大学院実習指導

ロール・プレイ 11 ロール・プレイ 4 

カンフアレンス 30 カンファレンス 14 

グループスーパーヴィジョン 5 グループスーパーヴィジョン 4 

ケーススタディ 1 試行カウンセリング 2 

見学実習 1 紙上応答訓練 2 

個別指導 2 スーパーヴィジョン 14 

試行カウンセリング 6 陪席

指導者養成講座 1 記載なし

スーパーヴィジョン 53 

陪席 10 

記載なし 9 

333 心理療法家養成に関する日英比較



(8) 

こ
の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
、
精
神
科
医
、
下
坂
幸
三
(
二

O
O
二
)
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

334 

:
:
:
前
略
:
:
:
心
理
臨
床
の
世
界
に
目
を
転
じ
る
。
こ
の
世
界
で
は
、
サ
イ
コ
・
バ
ブ
ル
と
い
う
新
語
が
実
感
さ
れ
る
。
臨
床

心
理
を
標
梼
す
る
か
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
を
目
玉
と
す
る
新
設
校
も
あ
る
よ
う
だ
。
私
の
知
る
範
囲
の
中
で
も
素
質
は
あ
る

が
、
臨
床
経
験
が
い
か
に
も
乏
し
い
方
々
が
教
職
に
つ
い
て
い
く
。
:
:
:
中
略
:
:
:
そ
う
し
た
彼
ら
の
教
育
そ
の
も
の
が
、
経

験
の
裏
づ
け
に
乏
し
い
教
科
書
風
な
い
し
理
論
倒
れ
の
内
容
に
な
る
こ
と
は
予
想
で
き
る
。
:
:
:
後
略
:
:
:

下
坂
が
指
摘
し
て
い
る
、
「
経
験
の
裏
づ
け
に
乏
し
い
教
科
書
風
な
い
し
理
論
倒
れ
の
内
容
」
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
資

料
が
、
今
は
ま
だ
な
い
。
し
か
し
、
具
体
的
な
心
理
療
法
の
名
称
を
記
載
し
て
い
る
四
三
の
臨
床
心
理
士
養
成
指
定
大
学
院
す
べ
て
が
、
心

理
臨
床
の
場
で
の
実
践
に
耐
え
う
る
何
等
か
の
心
理
療
法
の
技
法
を
教
授
し
て
い
る
、
と
は
考
え
に
く
い
。

一方、

一
一
五
校
中
七
二
校
で
は
ど
の
よ
う
な
心
理
療
法
に
触
れ
る
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
臨
床
心
理
士
養
成
指
定
大
学
院

の
大
半
で
は
、
ど
の
心
理
療
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
ぐ
に
、
こ
れ
ら

の
大
学
院
で
は
心
理
療
法
の
技
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
結
論
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
大
学
院
で
、
必

ず
、
何
等
か
の
心
理
療
法
の
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
も
い
え
な
い
。

つ
ま
り
、
心
理
療
法
は
、
臨
床
心
理
士
、
こ
こ
ろ
の
専

門
家
と
し
て
心
理
臨
床
を
行
う
た
め
の
技
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
大
学
院
で
は
ど
の
よ
う
な
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
不
明
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

一
般
に
、
何
か
の
専
門
家
を
養
成
す
る
機
関
で
、

ど
の
よ
う
な
専
門
的
な
内
容
を
教
授
す
る
か
が
不
明
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
音
楽
の
専
門
家
を
養
成
す
る
機
関
(
音
楽
大
学
な
ど
)
で
、

ど
の
よ
う
な
楽
器
の
演
奏
を
学
べ
る
か
が
不
明
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
通
常
は
考
え
に
く
い
。
特
に
そ
の
専
門
性
が
他
者
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
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Psychotherapy is 
a
 me
t
h
o
d
 of working with patients/ clients to 

assist t
h
e
m
 to 
m
o
d
iか，
change，
 or reduce 

factors that interfere with e
宜
ective
living. It 
involves interaction between psychotherapist and patents/ clients in 

accomplishing these goals. Specific m
e
t
h
o
d
s
 used depend o

n
 presenting s

y
m
p
t
o
m
s
 and difficulties

，
 as well as 

the theory followed b
y
 the psychotherapist. 

People discouraged with their lives and depressed about their inability to atlain their goals m
a
y
 experience 

anxiety about their frustration and deprivation. 
O
n
e
 a
i
m
 in 
psychotherapy might b

e
 to 
help such people see 

制掛坦wmEのい駆け『世糊擬斑飯田pd、山 一mm



their assets a
n
d
 liabilities 

realistically. T
o
 learn to 

c
o
p
e
 with their frustrations a

n
d
 deprivations in 

a
 

n
o
n
d
a
m
a
g
i
n
g
 m
a
n
n
e
r
 m
i
g
h
t
 b
e
 a
 next step. 

A
nother goal in 

psychotherapy m
i
g
h
t
 b
e
 to 
help such people 

“actualize" or live to the fullest extent of their assets. Complete actualization is 
seldom achieved

，
 
but the closer 

a
 person c
o
m
e
s
 to this goal

，
 
the m
o
r
e
 is 
attained out of living. Psychotherapy then m

a
y
 b
e
 seen as a

 me
t
h
o
d
 to 

aid individuals in 
recognising potential

，
 learning h

o
w
 to 
uti1ize this potential

，
 an
d
 r
e
m
o
v
i
n
g
 or reducing 

handicaps or blocks. 

T
h
e
 therapeutic goal might b

e
 to 
aid the individual to 

m
o
di:fy 
or r
e
m
o
v
e
 s
y
m
p
t
o
m
s
 and behaviours that 

m
a
k
e
 it 
difficu1t 
to 
live 
satisfactori1y

 an
d
 h
a
p
pi1y. 
People sometimes have difficulty living in 

our society as a
 

resu1t 
of m
a
n
y
 factors. 
S
o
m
e
 are a
 consequence of inadequate early upbringing. S

o
m
e
 are a
 resu1t 
of current 

factors
，
 
poor relationships in interpersonal situations

，
 
or a
 distorted view of the w

or1
d. 

A
 further purpose w

o
u
l
d
 b
e
 to 
aid individuals in 

reducing or eliminating anxiety
，
 and to 
cope with stress 

and the e宜'ects
of stress. T

h
e
 stress and anxieties m

a
y
 b
e
 long standing or a

 result of current situations. 
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 Ps
y
c
h
o
t
h
e
r
a
p
y
 is 
c
o
n
c
e
r
n
e
d
 with p
e
r
s
o
n
a1i
ty c
h
a
n
g
e
 w
h
e
r
e
a
s
 counselling is 

c
o
n
c
e
r
n
e
d
 with helping 

individuals to utilise their o
w
n
 coping resources.τbe former can b

e
 seen as reconstructive a

n
d
 the latter as 

facilitative. 

.
 Psychotherapists w

o
r
k
 with people w

h
o
 have major emotional disturbances w

h
e
r
e
a
s
 counsellors w

o
r
k
 with 

people w
h
o
 are
，
 basically，

 emotionally healthy but are experiencing temporary problems associated with 

crises or life-cycle
，
 
developmental p

h
e
n
o
m
e
n
a
.
 

.
 W
h
ereas m
o
s
t
 counsellors w

o
r
k
 with clients in 

a
 consciously experienced here-and n

o
w
 relationship

，
 mo
s
t
 

psychotherapists w
o
r
k
 in 
a
 transferential m

a
n
n
e
r
 in w
h
i
c
h
 the relationship b

e
t
w
e
e
n
 the two parties m

a
y
 b
e
 

largely unconsciously experienced. H
o
w
e
v
e
r，
 psychotherapy incorporates practitioners operating f

r
o
m
 a
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variety of theoretical orientations a
n
d
 m
a
n
y
 -
such cognitive-behavioural workers -

w
o
u
l
d
 dispute this 

proposition. 

.
 Psychotherapy tends to b

e
 long term; counselling is 

of shorter-term duration. 

.
 Personal analysis is 

at the heart of m
u
c
h
 psychotherapy training whereas counselling training places m

o
r
e
 

emphasis u
p
o
n
 the acquisition of specific ski11

s. 

.
 Arguably
，
 
the dominant orientations a

m
o
n
g
 psychotherapists are psychodynamic a

n
d
 cognitive-behavioural; 

the dominant orientation a
m
o
n
g
 counsellors is 

probably person-centred. 

.
 Th
e
 organisations w

h
i
c
h
 e
m
p
l
o
y
 psychotherapists are primari1y

 clinical a
n
d
 medical a

n
d
 often located within 

the National Health Service. 
In contrast

，
 counsellors are m

o
r
e
 frequen
t1y
 to 
b
e
 f
o
u
n
d
 in 
educational 

institutions
，
 
the workplace or in the voluntary sector. It 

fol1
o
w
s
 f
r
o
m
 this that psychotherapists tend to w

o
r
k
 

with patients a
n
d
 counsel1ors with clients. O

n
c
e
 again
，
 
h
o
w
e
v
e
r
，
 
there is 
n
o
 hard a
n
d
 fast role. For example

，
 

m
a
n
y
 counsel1
ors are n
o
w
 e
m
p
l
o
y
e
d
 within the primary h

e
a1th
 care sector of the N

H
S
.
 

トJ
8
'
吋
小
!
2
W
o
o
l
f
e
~
'
 
f~~町古監誕.-\.1

-R 1
:
\
入
与
J
~
入
、
8
'
i
1
l
司
醐
(
制

，
w:;ヰ

ヤ
認
な
皿
車
~
8
'
~
明
ユ
(
-
<
築
制
蜘
ゐ
~
+
t
i
:
8
'
~
8
'
8
'
~
f
f
i
2

8
'
~
み
ど
ゐ
)

-Q-'葉樹.-\.1
1ホ

!(Ò~~習
な
組
組
8
'
~
明
ユ
(
鰹
漣
宕
1
j
i
~
~
型
ゐ
提
RW十よ-18'

1
宮
迫
お
~
~
盟
ゐ
)
'
匁
超
長
~
~
8
'
~
型
ユ
(
4
説
~
~
~

隆
ゐ
1-
4
ト
リ
ト
J
t-' 
J
 ~
~
1
ミ
)
'
組
飯
盛
~
8
'
1
l
l
足
取

F
崎
将
却
な
需
要
~
-
R
斑
8
'
~
型
二
(
思
-
<
<
R
~

-fトf~1ミ
t信
組
罵
獲
量

tr-f~
1ミ
)
'
割
程
宕

1:::1~

8
'
~
明
ユ
(
提
案
R
櫨
縄
1
j
i
ユ
J
穏
辰
巳
稲
縮
会
て
\
入
・
与

1入
、
-
~
ゐ
)
'

;
同
1
j
i
醤
~
8
'
~
型
ユ
(
幽

l賑
~
明
る
講
話
~
l
I
E
~
~
盟
会
)ljiÂJ

.-\.I~

ドユ!{o。

けな，.L(ĵ
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Increasing recognition of the value of counselling a
n
d
 psychotherapy in 

recent years has resultedin 

d
e
m
a
n
d
 for well-trained professionals in 

this field. 
Unprecedented n

u
m
b
e
r
s
 of trainees are current1y

 enrolled 

on courses in 
the U
K
 and throughout the world. W

i
t
h
 increasing professionalism and regulation in 

this field
，
 

there has b
e
e
n
 a
 concomitant c

h
a
n
g
e
 in. the standards

，
 breadth a
n
d
 m
e
t
h
o
d
s
 of training: 

course tutors 

frequently have their teaching scrutinised; there is 
a
 greater requirement for written w

o
r
k
 which has to 

be 

assessed
，
 
including essays

，
 
research repo

此
s，case studies and process reports; m

a
n
y
 courses have written and 

oral examinations; and practice placements have to b
e
 set up and managed. M

a
n
y
 trainees are also required to 

have personal psychological counselling and to 
arrange supervision at 

their o
w
n
 expense. Needless to 

say
，
 

m
a
n
y
 counselling graduates start their career in 

financial debt 
(Bor et 
al.， 
1997) 
.
 In 
addition
，
 almost all 
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【
日

何回

B
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向
田

σ
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4
3
3
m凶『
2
巳
5
5
3
2。
48ω
同

q
w
E
5
4匂
-amσmwD仏
ωEFW
。
ロ
任

σ
。ロ

oFm百円
Y

自
己
宮
山
口

g
-
g
Z
E

340 

可
包
ロ

2
ω
m
F。巳笹山可
σロ件。ユ件目。
mw]ωgロ
B
S
d司
自
・
己
丘
町

gH.可
自
己
目
)gn片山門リ
0・
。
ロ
任

σ。丹
F
2・

と
可

m
E
2
の
一
対
一
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
∞
ミ
は
、
ヨ
ヨ
『
。

F
2
8互
養
成
者
を

g
R
2
E
Z
B
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
英
国
の
司
喝
の
宮
岳

2
8
-
2養
成
が
、

E
S円

つ
ま
り
、
英
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
専
門
家
や
技
術
者
を
育
て

る
際
に
、
徒
弟
制
度
の
よ
う
な
一
対
一
の
訓
練
の
し
か
た
が
伝
統
的
に
あ
る
。
大
学
に
お
い
て
も
、

E
S円
に
よ
る
個
人
指
導
が
行
わ
れ
て

(

b

)

(

ロ)

い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
中
井
久
夫
は
、
英
国
に
は
、
徒
弟
制
度
に
よ
る
医
療
従
事
者
養
成
の
伝
統
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
こ
の
伝
統
が
、
宮
ヨ
E
F
2
8
-
2養
成
に
お
い
て
も
、
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
技
能
の
継
承
方
法
と
、
二

O
世
紀
初
め
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
心
理
療
法
家
養
成
の
歴
史
を
持
つ
英
国
に
お

け
る
匂
喝
の
宮
門
F
2
8互
養
成
の
現
状
を
二
つ
の
心
理
療
法
を
取
り
上
げ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

↓
日
月
間
ロ

ω片
山
宮
件
。
。
守
喝
の
}
5
8
ω
-
3
2
に
お
け
る
℃
唱
。
g
m
w
E
q巳
養
成

英
国
に
お
け
る
心
理
療
法
家
養
成
は
、
一
九
二
四
年
に
吾
o
E急
宮
丹
ゆ
え
H
J
胃
F
8
5
-宮
町
が
設
立
さ
れ
た
時
に
始
ま
る
。
こ
の
宮
往
吉
常

は
、
図
書
館
を
持
ち
、
精
神
分
析
の
理
論
の
研
究
や
啓
蒙
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、
精
神
分
析
の
手
法
に
よ
る
臨
床
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

q
J
ー
ー
っ
ω
I
l
-
-

け
で
な
く
、
精
神
分
析
家
の
養
成
も
始
め
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
精
神
保
健
の
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
輩
出
し

て
き
た
。
至
。
宮
巳
∞

ω
-
E
H
E・
包
回
目
。

p
τ
F
D
∞
。
三
芝
与
D
S
P
2
P
Z巴
m呂
町
百
巳

p
』。

ω
3
F
r
z
-
o
p
口。
5
5
J司
E
E
g芹
な
ど
著



名
な
研
究
者
ら
は
、
こ
の
宮
往
E
Z
に
所
属
し
て
い
た
。

qJI--
つ臼
l
l
t

つ何

養
成
課
程
の
概
要

入
会
は
か
な
り
難
し
い
が
、
精
神
分
析
に
つ
い
て
の
理
論
と
実
践
の
最
も
よ
い
訓
練
機
関
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
海
外
に
も
広
く
門
戸
が

聞
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
訓
練
を
終
え
る
と
、

p
o
E帝
ヨ
巳

E
S己
}
唱
。

g
g巴
可
片
付
包
〉
ωω
。
己
主
。
ロ
か
ら
、

M

精
神
分
析
家
u

の
資
格
が

与
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の
養
成
の
目
的
は
、
研
修
生
が
精
神
分
析
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
必
要
な
も
の
(
精
神
分
析
に
関
す
る
知
識
を
得
る
だ
け

で
な
く
、

そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
る
態
度
や
臨
床
の
場
で
の
用
い
方
の
基
本
な
ど
)
す
べ
て
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
研
修

生
は
個
人
分
析
訓
練
を
受
け
、
理
論
を
学
習
し
、

ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ズ
を
受
け
な
が
ら
患
者
に
精
神
分
析
を
行
う
。

〈
個
人
分
析
〉

す
べ
て
の
研
修
生
は
、
自
分
の
選
ん
だ
分
析
家
の
下
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
、

一
回
五

0
分
間
の
分
析
を
有
料
で
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
分
析
訓
練
の
目
標
は
通
常
の
治
療
と
同
様
で
あ
る
が
、
教
育
的
な
目
標
は
研
修
生
が
精
神
分
析
家
と
し
て
の
活
動
の

妨
げ
に
な
る
よ
う
な
無
意
識
の
要
因
か
ら
解
き
放
た
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
理
論
研
修
〉

理
論
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
研
修
生
が
精
神
分
析
の
理
論
と
臨
床
実
践
と
を
効
率
的
に
学
べ
る
よ
う
に
組
ま
れ
て
い
て
、
治
療
技
術

の
教
授
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
臨
床
実
践
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
、
ざ
し
て
い
る
。
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一
年
目
の
個
人
訓
練
分
析
が
終
わ
っ
た
研
修
生
は
、
理
論
的
訓
練
に
す
す
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
訓
練
は
週
三
回
、
三
年
以
上
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
る
。
一
年
目
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
を
学
ぶ
ほ
か
、
分
析
の
た
め
の
測
定
法
や
、
実
践
上
の
問
題
、
精
神
分
析
に
お
け
る
倫
理
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的
問
題
な
ど
を
学
ぶ
。
ま
た
、

一
年
目
の
研
修
生
は
、
毎
週
、
母
子
観
察
の
た
め
の
家
庭
訪
問
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
討
議
も
す
る
。

二
年
目
か
ら
研
修
終
了
ま
で
、
毎
週
臨
床
研
修
で
、
有
資
格
者
も
参
加
す
る
検
討
会
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
が
行
っ
た
精
神
分
析
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
二
年
目
は
、
各
論
の
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
論
の
テ
1
マ
は
、
抑
う
つ
、
倒
錯
、
自
己
愛
と
境
界

状
態
、
性
格
障
害
、
人
格
障
害
、
心
身
症
対
応
薬
と
精
神
分
析
、
児
童
期
の
性
的
虐
待
の
影
響
、
心
的
外
傷
の
理
解
、
神
経
症
的
人
格
に
お

け
る
神
経
症
的
作
用
と
精
神
病
的
作
用
の
相
互
作
用
な
ど
で
あ
る
。

二
年
目
と
三
年
目
の
研
修
で
は
、
精
神
分
析
の
主
要
三
学
派
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
合
衆
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
精
神
分
析
の
現
状
に
つ
い
て

も
学
ぶ
。

そ
の
他
、
上
級
の
研
修
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

吋
}
百
円
ロ
ω片山
E
Z
C片
岡
)
喝
の

Egg-可
ω
ぽ
で
研
修
に
当
た
る
の
は
、
円
『
σ
∞
門
戸
門
戸

ω
F
H
】唱。

zgmL3-g-E巳
σ守
の
上
記
三
学
派
を
代
表
す
る
経

験
豊
富
な
教
授
た
ち
で
あ
る
。

〈
分
析
訓
練
〉

研
修
者
は
、
二
年
日
に
一
人
目
の
患
者
の
分
析
訓
練
を
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ズ
を
受
け
な
が
ら
始
め
る
。
二
番
目
の
ケ

l
ス
は
、

一
番
目
を

始
め
て
か
ら
一
年
後
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
析
訓
練
は
、
毎
日
五

O
分
ず
つ
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
五
日
間
行
う
。

最
初
の
ケ

l
ス
は
、
少
な
く
と
も
二
年
問
、
二
番
目
の
ケ
1
ス
は
精
神
分
析
家
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
一
年
間
、

そ
れ
ぞ
れ
続
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
資
格
取
得
後
少
な
く
と
も
一
年
間
は
、
こ
の
二
つ
の
ケ

l
ス
の
分
析
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。



〈
資
格
取
得
後
〉

な
れ
る
。

養
成
課
程
を
十
分
な
成
績
で
修
了
し
、
精
神
分
析
家
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
と
、
同
町
。
∞
ユ
広
島
句
者
。

Z
S邑
3
W包
∞
。
。
目
。
守
の
準
会
員
と

そ
の
後
、
臨
床
論
文
が
認
め
ら
れ
る
と
正
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
資
格
取
得
後
に
、

さ
ら
に
二
年
間
の
研
修
コ

1

ス
が
あ
り
、
児
童
と
青
年
の
精
神
分
析
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
入
会
審
査
〉

入
会
審
査
は
試
験
と
資
質
審
査
に
よ
る
。

大
学
卒
か
同
等
で
あ
る
こ
と

精
神
分
析
的
な
適
性
が
あ
る
こ
と

審
査
に
合
格
す
る
た
め
の
お
定
ま
り
の
条
件
と
い
う
の
は
な
い

学
問
的
に
も
職
業
上
で
も
優
秀
で
あ
る
こ
と

-
人
を
助
け
た
い
と
思
う
気
持
ち
と
人
を
尊
敬
す
る
気
持
ち
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

-
深
い
レ
ベ
ル
で
人
と
の
関
係
を
築
き
、

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
あ
る
こ
と

-
自
分
の
限
界
を
知
り
、
未
解
決
の
問
題
か
ら
く
る
緊
張
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と

自
分
の
問
題
や
不
安
を
否
定
せ
ず
に
背
負
っ
て
行
く
力
を
持
つ
こ
と

無
意
識
の
力
に
つ
い
て
の
自
覚
が
あ
る
こ
と

3
ー

ー

2
ー

ー

3

p
o
回
同
・
豆
島
句
者
。
F
。【同日目白

KFωω
。。
E
E。
口
。
見
。
三
H
，
E
宮
山
口
問
。
5
ロ一℃

H
J可
。
『
急
55ω
心
理
劇
は
、
』
・
円
・
冨

2
2。
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
司
唱
。

Z
吾。
5
3
心
理
療
法
の
技
法
の
一
つ
で
あ
る
。
吋
日
出
∞
ユ
片
山
岳
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HJ可。『。円山門
mwEmw
〉

ωω
。
丘
町
凶
門
戸
。
ロ
(
以
下

B
P
A
と
呼
ぶ
)
英
国
心
理
劇
協
会
は
、
任
命
口
口
町
件
。
門
日
間
宮
向
島
。
B
n。
ロ
ロ
巳
=
。
ユ
】
喝
の
町
。
F
q
m
w古
可
の

p
o

国

E
E
E
ω
片
山
門
自
己
目
白
件
。
m
g民
5
3吉
町
。
岳

2
8可
部
門
に
所
属
す
る
司
喝
の
F
a
g
B
ω
司
喝
の
『
。
任
命
吋
さ
佐
官
の
認
定
機
関
で
あ
る
。

B
P
A
は、

官
三
宮
島

E
自
主
己
の
資
格
取
得
の
た
め
研
修
中
で
あ
る
人
と
、
資
格
を
得
て
司
喝
の
『
孟
5
5
ω
の
臨
床
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
と
、

344 

同

)ω
吉町。【同『虫

g片
山
忠
養
成
を
行
っ
て
い
る
人
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
英
国
の
心
理
劇
療
法
家
養
成
課
程
の
例
と
し
て
、
筆
者
が
そ
の
研
修
に
参
加
し
て
い
た
、

B
P
A
認
定
の
司
喝
の
『
。
ι55ω

HJ可。
}
5
F
q呂
町
宮
(
以
下
回
】
喝
の
『
怠
E
白
色
ω冒
と
呼
ぶ
)
資
格
取
得
課
程
を
持
つ
任
命
。
民
。
三
司
喝
の
げ
急
EBω
の
さ
毛
(
以
下

O
P
G
と
呼

ぶ
)
の

H
J
Q
F
a
g自
主
主
ω養
成
課
程
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

3
1
1
2
1
1
4
 
叶

}
5
0民
。
『
弘
司
喝
の
町
。
ι
5自白

(UB与
の
養
成
課
程
の
概
要

つ
d
i
l
l
2
1
1
4
1
1
1

研
修
課
程
の
人
的
構
成

〈
研
修
担
当
者
〉

o
p
G
の
養
成
課
程
の
研
修
担
当
者
は
、
心
理
劇
療
法
家
と
し
て
二

O
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る

B
P
A
認
定
の
上
級
研
修
担
当
者
二
名

で
あ
る
。

一
人
は
女
性
で
、

そ
の
心
理
療
法
家
と
し
て
の
現
在
の
活
動
は
、
主
に
虐
待
及
び
被
虐
待
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
う

一
人
は
男
性
で
、

そ
の
心
理
療
法
家
と
し
て
の
現
在
の
活
動
は
、
主
に

N
H
S
の
病
院
臨
床
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
心
理
劇
療
法
家
養
成
の

活
動
は
英
国
内
に
止
ま
ら
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
及
ん
で
い
る
。

〈
研
修
委
員
会
〉

O
P
G
の
研
修
内
容
と
そ
の
構
造
を
概
観
し
、
研
修
課
程
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

o
p
G
で
は
、
年
に
二
回
以
上
、
研
修
委
員
会
を
開

催
す
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
研
修
担
当
者
二
名
に
、
も
う
一
名
の
心
理
劇
療
法
家
と
、
研
修
グ
ル
ー
プ
の
代
表
二
名
を
加
え
た
計
五
名
で
構



成
さ
れ
る
。

〈
外
部
調
整
者
〉

o
p
G
に
は
、
研
修
委
員
会
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
一
名
の
外
部
調
整
者
が
い
る
。

そ
の
役
割
は
、
研
修
委
員
会
に
助
言
を
し
た
り
、
研
修

に
関
す
る
苦
情
を
聞
い
て
調
整
を
行
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
五
年
に
一
度
B
P
A
に
よ
り
行
わ
れ
る

O
P
G
の
再
資
格
認
定
に
も
関
わ
る
。

〈
外
部
試
験
官
〉

外
部
研
修
担
当
者
は
、
最
終
実
技
試
験
に
立
会
い
、

そ
の
合
否
に
つ
い
て
、
上
級
研
修
担
当
者
に
助
言
を
行
う
。

〈
外
部
研
修
担
当
者
〉

心
理
劇
経
験
の
一
部
と
し
て
、
外
部
研
修
担
当
者
に
よ
る
研
修
は
必
須
で
あ
り
、
研
修
生
は
、

B
P
A
に
研
修
担
当
者
な
い
し
上
級
研
修

担
当
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
の
研
修
を
規
定
の
時
間
、
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

q
a
-
-
q
L
I
-
-
a且
τ
l
l
l
n
L

研
修
申
請

〈
研
修
申
込
基
準
〉

資
格
取
得
の
た
め
の
申
請
基
準
は
次
の
通
り
。

-
二
五
歳
以
上
(
上
限
な
し
)

心
身
と
も
に
研
修
と
実
技
を
行
い
う
る
状
態
で
あ
る
こ
と

-
研
修
課
程
で
要
求
さ
れ
る
実
技
と
知
力
と
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
。
(
通
常
は
、
大
学
卒
な
い
し
専
門
学
校
終
了
程
度
)
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-
人
物
証
明
と
職
業
証
明
と
を
取
得
で
き
る
こ
と

心
理
臨
床
の
場
で
の
研
修
な
い
し
経
験
が
あ
る
か
、

一
0
0時
間
以
上
の
経
験
を
取
得
中
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
場

346 

合
は
、
研
修
終
了
ま
で
の
年
限
が
規
定
以
上
と
な
る

-
申
請
前
に
一
年
以
上
の
心
理
劇
経
験
を
有
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
、
他
の
心
理
療
法
で
の
一
年
の
経
験
と
八

O
時

聞
の
心
理
劇
と
を
以
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

o
p
G
で
は
、
年
齢
や
性
別
、
人
種
、
宗
教
、
民
族
、
社
会
階
層
、

そ
の
他
に
よ
っ
て
、
申
請
者
の
差
別
を
し
な
い
よ
う
に
で
き
る
限
り

の
努
力
を
し
て
い
る
。

〈
証
明
書
〉

-
人
物
証
明
者
は
、
申
請
者
と
知
り
合
っ
て
か
ら
五
年
以
上
を
経
て
い
る
、
申
請
者
を
熟
知
し
て
い
る
人
で
あ
り
、
申
請
者
が
養
成
課
程

を
修
了
す
る
見
込
み
の
あ
る
と
す
る
理
由
を
述
べ
ら
れ
る
人

-
職
業
証
明
者
は
、
現
在
の
職
場
の
上
司
或
い
は
上
位
者
で
あ
り
、
申
請
者
の
職
場
で
の
様
子
や
対
人
関
係
な
ど
の
肯
定
的
側
面
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
る
人

証
明
書
の
内
容
は
、
人
格
的
に
も
学
問
的
に
も
、
申
請
者
が
肯
定
的
資
質
を
有
し
、
心
理
劇
の
研
修
に
適
格
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。



〈
研
修
要
件
〉

-
個
と
し
て
の
発
達
は
、
心
理
劇
療
法
に
内
在
す
る
、
い
わ
ば
、
心
理
劇
療
法
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
研
修
生
は
、
週
一
回
、

集
団
心
理
療
法
な
い
し
個
別
心
理
療
法
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
。

心
理
劇
の
過
程
を
学
習
す
る
こ
と
。

心
理
劇
含
む
心
理
療
法
や
心
理
学
、

そ
の
他
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
。

-
臨
床
及
び
教
育
実
習

q
a
-
-
t
つ山
l
I
A
T
-
-
-
q
J

研
修
時
間
数
の
概
要

内
部
心
理
劇
研
修

五
三

0
時
間

外
部
心
理
劇
研
修

二
五

0
時
間

-
ソ
シ
オ
ド
ラ
マ
研
修

五

0
時
間

-
宿
泊
研
修

一
二

0
時
間

-
そ
の
他
の
理
論
と
実
習

四
二

0
時
間

q
a
-
-
つ臼
|
|
A
T
E
-
-
d
T

叶
F
0
0
民
。
三
司
喝
の
廿
(
}
円
円
3
5
m凶の
B
Z
H
)

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

〈
心
理
劇
の
理
論
と
そ
の
思
想
〉

研
修
開
始
後
二
年
の
聞
に
、
文
献
講
読
と
心
理
劇
の
体
験
を
通
し
て
、
心
理
劇
の
基
本
的
な
理
論
と
思
想
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
点
に
つ

い
て
学
ぶ
。

心
理
劇
の
基
本
的
な
考
え
方
と
そ
の
用
語
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心
理
劇
の
過
程

ウ
ォ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
、
演
技
、
共
有
化

348 

心
理
劇
の
技
法
の
使
用
法

-
n。，
Q
ゆ

mwtiq
と
わ
。
・
5ω
唱。ロ
ω皆
目
守

自
発
性

-
役
割
理
論

-
治
療
要
因

-
冨

2
8。
の
児
童
発
達
論

印
。
江
主
EBω
を
含
む
社
会
的
文
脈

-
他
の
療
法
と
の
統
合

-
役
割
演
技
の
上
達

-
主
役
経
験

-
補
助
自
我
経
験

-
監
督
経
験

〈
グ
ル
ー
プ
過
程
と
社
会
的
測
定
〉

研
修
二
年
目
終
了
時
ま
で
に
、
文
献
講
読
を
通
し
て
次
の
点
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

集
団
過
程
に
関
す
る
主
要
な
理
論

社
会
測
定
的
な
集
団
構
成
と
構
造



-∞。丘町
w}krgBタ∞。。目。
mSEw-N。
『
豆
諸
55ω
な
ど
を
含
む
臨
床
的
な
社
会
的
測
定
法

〈
す
べ
て
の
心
理
療
法
モ
デ
ル
に
共
通
の
心
理
療
法
の
原
理
〉

研
修
終
了
時
ま
で
に
、
内
部
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
外
部
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

て
の
実
践
に
資
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

心
理
発
達
に
関
す
る
主
要
な
理
論

心
理
療
法
と
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
守
秘
の
重
要
性

セ
ミ
ナ
ー
、
個
人
指
導
を
通
し
て
、
心
理
劇
療
法
家
と
し

-
集
団
過
程
の
評
価
と
選
択
、
異
文
化
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ

l
、
他
の
療
法
か
ら
の
助
言

〈
特
定
の
心
理
療
法
研
究
に
関
す
る
直
接
的
な
深
い
経
験
〉

研
修
中
に
、

8
時
間
以
上
の
心
理
劇
以
外
の
心
理
療
法
を
直
接
体
験
す
る
。

〈
心
理
学
の
基
本
と
心
理
劇
の
位
置
づ
け
〉

次
の
よ
う
な
心
理
学
の
観
点
か
ら
、
心
理
劇
の
位
置
づ
け
を
知
る
。

人
間
性
心
理
学
と
実
存
心
理
学

-
精
神
分
析
的
方
法

-
認
知
行
動
療
法

-
シ
ス
テ
ム
弘
珊

主
要
心
理
療
法
に
関
す
る
基
礎
的
理
解

心理療法家養成に関する日英比較349 



〈
心
理
療
法
実
施
に
際
し
て
の
倫
理
〉
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研
修
終
了
時
に
は
、

B
P
A
の
綱
領
の
意
義
と
重
要
性
を
認
識
し
、

ま
た
、
児
童
憲
章
の
精
神
を
理
解
し
、
児
童
保
護
の
基
本
を
理
解
す

る
よ
う
に
な
る
。

〈
基
本
的
な
心
の
病
気
〉

臨
床
実
習
が
始
ま
る
ま
で
に
、

一0
0時
間
以
上
の
精
神
保
健
の
場
で
の
経
験
(
内
八

0
時
間
以
上
は
入
院
施
設
)
と
個
人
指
導
な
ど
を

通
し
て
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

-
医
学
の
理
論
と
精
神
医
学

-
精
神
保
健
法

-
精
神
科
で
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

-
精
神
医
学
的
診
断
と
障
害

〈
ド
ラ
マ
、
演
劇
、
ド
ラ
マ
療
法
〉

心
理
劇
と
ド
ラ
マ
療
法
と
の
違
い
を
十
分
理
解
し
、
主
観
的
な
事
柄
に
言
葉
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ

る
。
研
修
生
は
、
次
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、

そ
の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

ド
ラ
マ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る

演
技
に
お
け
る
ド
ラ
マ
の
過
程
を
観
察
す
る

演
劇
に
お
け
る
舞
台
装
置
や
、
場
面
設
定
な
ど
を
学
ぶ



ド
ラ
マ
の
起
源
と
演
劇
の
発
展
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る

即
興
的
技
能
の
獲
得

-
舞
台
装
置
と
演
出
家
の
役
割
を
知
る

〈
意
思
疎
通
の
技
能
〉

次
の
よ
う
な
こ
と
を
通
し
て
、
意
思
疎
通
の
技
能
を
高
め
る
。

心
理
劇
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
文
章
に
し
た
り
す
る
こ
と

-
心
理
劇
の
℃
5
2
2
E
m
に
お
い
て
、
監
督
や
参
加
者
と
し
て
話
を
す
る

ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
と
き
を
活
用
す
る

-
そ
の
他
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
時
、
他
の
メ
ン
バ
ー
や
他
の
職
業
の
人
と
の
会
話
な
ど
、

〈
非
臨
床
場
面
で
の
心
理
劇
の
適
用
〉

心
理
劇
の
方
法
が
、
社
員
教
育
や
接
客
の
訓
練
、
子
ど
も
の
教
育
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
話
を
す
る

一
般
の
教
育
な
ど
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

〈
研
究
法
〉

統
計
的
研
究
法
や
非
統
計
的
研
究
法
の
基
礎
を
理
解
し
、
研
究
論
文
を
批
判
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
心
理
劇
の
研
究
に

適
し
た
方
法
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
。
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q
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ワ
ム
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A
斗

A
l
l
-
F
D

養
成
課
程
の
構
成
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o
p
G
の
研
修
は
、
基
本
的
に
、
以
下
の
三
種
類
の
研
修
と
、

レ
ポ
ー
ト
、
臨
床
実
習
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
研
修
年
次
の
研
修
予
定

内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
研
修
終
了
時
に
は
、
実
技
評
価
と
終
了
論
文
が
課
さ
れ
る
。

〈
研
修
方
法
〉

毎
週
一
回
行
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
研
修

週
末
の
二
日

1
四
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
研
修

研
修
担
当
者
に
よ
る
、
年
に
四
時
間
以
上
の
個
別
指
導

〈
レ
ポ
ー
ト
〉

研
修
期
間
を
通
し
て
、
年
に
一
一
一

I
五
つ
(
合
計

一
六
)
、
予
め
決
め
ら
れ
て
い
る
テ

1
マ
に
関
す
る
三
、

0
0
0
1五、
0
0
0語
の
レ
ポ

ー
ト
を
書
き
、
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

〈
臨
床
実
習
〉

研
修
の
一
部
と
し
て
、
心
理
劇
療
法
の
グ
ル
ー
プ
を
主
宰
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
研
修
生
は
、
治
療
グ
ル
ー
プ
に
毎
週
一

回
ず
つ
、
二
年
間
で
八

O
回
以
上
の
心
理
劇
を
実
施
す
る
。
こ
の
場
合
、
対
象
に
な
る
グ
ル
ー
プ
は
同
一
グ
ル
ー
プ
で
な
く
て
も
よ
い
が
、

少
な
く
と
も
一
年
間
は
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



〈
最
終
実
技
評
価
〉
出
口
包
〉

ω
8
g
s
g円

規
定
の
研
修
時
間
(
一
、
二

0
0時
間
)
が
満
た
さ
れ
、
三
年
以
上
の
研
修
期
間
と
一
年
以
上
の
臨
床
実
習
期
間
が
経
過
し
た
研
修
生
は
、

最
終
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
最
終
評
価
の
評
価
者
は
、
上
級
研
修
担
当
者
二
名
と
外
部
の
試
験
官
一
名
の
計
三
名
で
あ
る
。

評
価
を
受
け
る
研
修
生
は
、
評
価
者
が
同
席
し
て
い
る
研
修
グ
ル
ー
プ
で
、
心
理
劇
の
監
督
と
し
て
適
格
で
あ
る
こ
と
を
、
実
技
で
示
さ
な

さ
ら
に
、
心
理
劇
終
了
後
、
評
価
を
受
け
る
研
修
生
は
、
続
い
て
行
わ
れ
る
研
修
グ
ル
ー
プ
の
℃
8
2
2宮
間
に
お
い

て
、
ウ
ォ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
か
ら
演
技
、
岳
山
凶
江
口
問
終
了
ま
で
の
過
程
の
監
督
と
し
て
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
否
の
判
定
は
、
当
日
、
外
部
の
試
験
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
不
合
格
の
場
合
は
、
向
こ
う
六
ヶ
月
以
上
、
追
加
の
研
修
を
受
け
た
後

に
、
再
受
験
が
で
き
る
。

〈
終
了
論
文
〉

終
了
論
文
は
、
最
終
評
価
の
一
部
で
あ
る
。
論
文
は
二
つ
の
テ

1
マ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
八
、

0
0
0
1
一二、

0
0
0語
の
長
さ
の
も
の
で
あ

る
。
テ
1
マ
の
選
択
は
自
由
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
論
理
的
構
成
と
幅
広
い
知
識
、
思
考
の
独
自
性
を
示
す
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
目
の
論
文
の
内
容
は
、
心
理
劇
実
施
に
関
連
し
た
理
論
的
問
題
を
扱
い
、
文
献
研
究
主
体
の
も
の
で
あ
る
が
、
臨
床
例
を
含
め
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
研
修
三
年
目
終
了
ま
で
に
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
目
の
論
文
は
、
心
理
劇
の
理
論
と
実
践
の
結
び
つ
き
に
関
す
る
内
容
で
、
研
修
生
の
臨
床
実
習
や
非
臨
床
実
践
を
反
映
す
る
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
論
文
は
、
規
定
の
研
修
が
終
了
す
る
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
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4 

心
理
療
法
家
苦
言
Z
P
2
8互
養
成
課
程
の
日
英
比
較

可
ω
M
3
2
0
5
0
『
岱
万
一
位
養
成
に
お
け
る
心
理
療
法
古
毛
0
2
0
5
0
『ω
ミ
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
と
ら
え
方
に
関
す
る
比
較

日
英
双
方
と
も
、
心
理
臨
床
の
場
に
お
け
る
心
理
療
法
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
区
別
が
明
確
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
心
理
療
法
官
喝
の
宮
任
命
日
当
と
相
談
包
乱
。

p
gロ
ω巳

st。
P
8
5
ω
o
-
w
m巳門
E
R
0・
門
出
足
立
宮
口
の
区
別
が
極
め
て
暖

昧
で
あ
る
。
臨
床
心
理
士
養
成
大
学
院
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
散
見
さ
れ
る

「
心
理
面
接
」

と
い
う
用
語
は
、
折
衷
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
い
し

。。

-2片
付
志
望
『
。
任
命

EH)可
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る

「
心
理
面
接
」
が
、
心
理
療
法
の
技
法
の
一
つ
で
あ
る

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、

こ
れ
ま
で
日
本
の
精
神
医
療
の
場
で
は
、
患
者
に
対
し
て
治
療
の
責
任
を
負
う
の
は
医
師
で
あ
り
、

心
理
療
法
の
み
を
行
う
臨

床
心
理
士
は
、
医
師
の
補
助
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
診
断
と
治
療
は
医
師
の
領
域
で
あ
り
、
医
師
が
そ
の
治
療
に
必
要
と
認
め
た
場
合

に
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
臨
床
心
理
士
が
心
理
検
査
を
行
い
精
神
療
法
(
心
理
療
法
)
を
行
う
、

と
い
う
図
式
が
長
く
続
い
て
い
た
こ

と
か
ら
、
臨
床
心
理
士
が
独
自
に
心
理
療
法
の
技
法
を
習
得
し
て
用
い
る
と
い
う
こ
と
が
し
に
く
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ

(

C

)

(

日
)

ら
に
、
大
塚
義
孝
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
臨
床
心
理
学
の
日
本
へ
の
導
入
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
法
整
備
に
伴
っ
て
生
じ
た
受

身
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
日
本
に
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
療
法
を
紹
介
し
た
の
は
大
学
の
心
理
学
研
究
者
で
あ
っ
て
心
理
臨
床
の
専
門
家

で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く
の
心
理
療
法
の
技
法
が
臨
床
の
場
に
定
着
し
に
く
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ

よ
、
日
本
に
は
、
こ
こ
ろ
の
問
題
を
治
療
す
る
に
は
心
理
療
法
を
用
い
る
、
と
い
う
考
え
方
が
定
着
せ
ず
、
治
療
を
必
要
と
し
な
い
「
相
談
」



を
行
う
の
が
心
理
療
法
で
あ
る
、
と
捉
え
ら
れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
英
国
に
お
い
て
も
、
心
理
療
法
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
異
同
は
厳
密
で
は
な
い
。
当

g
Fが
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
苦
言
『
。
，

そ
れ
に
基
づ
く
手
順
を
踏
む
技
法
を
用
い
る
正
式
な
心
理
療
法
を
さ
す
だ
け
で
な
く
、

吾

2
岳
山
、
と
い
う
用
語
が
、

精
神
保
健
の
場
で
用
い
ら
れ
る
心
理
学
的
処
遇
一
般
を
さ
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
折
衷
的
心
理
療
法
な
い
し
折
衷
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
さ
す

一
定
の
理
論
を
有
し
、

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
二

O
世
紀
初
に
始
ま
っ
た
精
神
分
析
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
問
題
の
治
療
の
歴
史
を
持
ち
、
心
理
療
法
に
関
す
る
多
く

の
実
践
的
理
論
家
を
輩
出
し
て
き
た
英
国
で
は
、
心
理
療
法
で
あ
れ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ
れ
、

ど
ち
ら
も
、

Eσ
ユ
-sEが
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
社
会
の
中
で
「
生
き
に
く
い
」
と
感
じ
る
人
に
対
し
て
、

そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
心
理
学
に
基
づ
い
た
何
等
か
の
援

助
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
お
り
、
こ
こ
ろ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
心
理
療
法
が
認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

心
理
療
法
家

B可
0
2
0
5
0
5
万
一
旦
養
成
機
関
の
比
較

日
本
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
υ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
H

を
謡
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
独

自
の
養
成
基
準
と
方
法
を
も
っ
て
、

U
O
Oカ
ウ
ン
セ
ラ
ー
H

と
い
う
よ
う
な
名
称
で
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
養
成
基
準
や

方
法
を
客
観
的
に
査
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
認
定
を
受
け
た
者
が
心
理
臨
床
の
実
践
に
耐
え
う
る
技
能
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価

す
る
機
関
も
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
日
本
の
臨
床
心
理
学
の
第
二
世
代
を
リ
ー
ド
す
る
臨
床
心
理
学
者
た
ち
を
中
心
に
一
九

八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
、
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
は
、
最
大
規
模
で
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

こ
の
認
定
協
会
は
、
臨
床
心
理
士
の
基
礎
資
格
を
大
学
院
終
了
と
し
、
認
定
協
会
が
設
定
し
た
養
成
基
準
を
満
た
し
て
い
る
大
学
院
を
臨

床
心
理
士
養
成
機
関
と
認
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

「
臨
床
心
理
士
資
格
」
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
指
定
を
受
け
た
臨
床
心
理
士
養
成
大

心理療法家養成に関する日英比較355 



学
院
を
終
了
後
、
資
格
認
定
試
験
(
筆
記
試
験
と
面
接
)
に
合
格
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
定
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
臨
床
心
理
士
資
格

認
定
協
会
が
上
位
団
体
で
、
指
定
さ
れ
た
大
学
院
が
養
成
機
関
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

」
の
図
式
が
日
本
の
ヨ
ヨ

Z
P
2若
宮
養
成
の
最

356 

も
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
形
態
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
英
国
で
は
、

一
九
二
四
年
の
任
命
日
ロ
皇
宮
件
。
。
片
岡
】

a
n
F
8
5
-
3
2
に
続
き
、

一
九
七
一
年
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的
背
景
を
持
ち
、
独
自
の
臨
床
活
動
を
行
っ
て

一
九
五
一
年
の
ユ
ン
グ
派
の
分
析
療
法
を
中
心
と
し

た
任
。
∞
ユ
民
ωFKFωω
。。
EE昨日。ロ。同司
ω】刊
の

F2Fqmw℃町宮、

き
た
心
理
療
法
家
の
全
国
規
模
の
登
録
団
体
で
あ
る
任
。

Z
邑

gm-n。
5
色

え

3
ヨ
E
P
o
s
-
ω
官
、
続
い
て
、
任
命
切
岳
山
岳

krz。
己
主

g

問。
H
i
h
。ロロ
ωo--zmm凶ロ門同司
ω】刊
の

}
g
p
q
m凶同}司、

F
o
d巳
件
。
門
戸
間
宮
向
島
。
B
n。
ロ
ロ
己
目
沙
門
司
ωヨ川町。
p
q
m凶℃山、、吾
σ
回
ユ
民
ω
F
n。口問。【
r
g昨日。口。同

3
3
Z
F
2
8
2
Z
な
ど
が
設
立
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
心
理
療
法
の
専
門
的
な
実
践
・
研
究
団
体
が
、
養
成
機
関
や
コ

1
ス
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
に
合
わ
せ
た
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
苦
言

Z
P
2
8互
養
成
機
関
の
成
り
立
ち
は
、
日
本
と
英
国
と
で
ま
っ
た
く
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
英
国
の
養
成
機

関
は
、
心
理
臨
床
の
実
践
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
養
成
機
関
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的
背
景
を
持
つ
臨
床
心
理
学
者
の

大
同
団
結
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
が
、
心
理
臨
床
実
践
を
も
と
に
し
た
養
成
と
、
大
学
院
で
の
知
識
を
も
と
に
し
た
養

成
と
い
う
日
英
の
差
を
生
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

養
成
し
て
い
る
古
毛
0
2
0
5
0
5
万
一
位
像
の
比
較

日
本
の
臨
床
心
理
士
は
、
心
理
臨
床
の
場
で
、
多
様
で
複
雑
な
問
題
を
抱
え
た
患
者
・
来
談
者
と
向
き
合
う
時
に
必
要
か
つ
十
分
な
豊
富

な
心
理
学
の
知
識
を
十
分
に
備
え
て
い
る
。

」
の
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
臨
床
の
場
に
出
会
っ
て
も
、

そ
れ
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
問
題
を
知
的
に
理
解
し
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
定
の
心
理
療
法
や
心
理
ア
セ
ス
メ



ン
ト
法
を
心
理
臨
床
の
場
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
技
能
は
備
え
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
問
題
に
対
し
て
具
体
的
に
援
助
す
る
こ
と
は
難
し

し亙

つ
ま
り
、
心
理
判
定
は
で
き
る
が
、
心
理
治
療
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
日
本
の
唱
者
各
。
任
命

5
1巳
像
、
臨
床
心
理
士
像
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

英
国
で
は
、

い
く
つ
も
の
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
、

そ
の
人
が
、

さ
ら
に
傷
つ
か
な
い

「
生
き
に
く
い
」

と
感
じ
て
い
る
人
に
対
し
て
、

よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、

そ
の
欲
求
不
満
や
抑
圧
と
う
ま
く
付
き
合
い
、
持
ち
味
を
十
分
に
発

そ
の
人
自
身
の
強
さ
と
弱
さ
に
気
付
か
せ
、

揮
で
き
る
よ
う
に
、
習
得
し
た
心
理
療
法
を
用
い
て
援
助
す
る
の
が
、
宮
古

EP28-ω
円
で
あ
る
と
い
う
官
三
F
R昌
吉
像
は
、
社
会
的
に

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
社
会
的
に
唱
者
。
町
。

F
2
8互
像
が
暖
昧
で
あ
る
上
、
ど
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
℃
省
吾
。
吾

q8-ω
円
で
あ
る
の
か
と
い
う
臨
床
心
理
士
像
を
宮
胃

E
P
2
8互
自
身
も
明
確
に
は
持
っ
て
い
な
い
の
に
対
し

て
、
英
国
で
は
、
社
会
的
な
官
官

z
p
q名
互
像
は
明
確
で
あ
り
、
宮
古

}5pqmw百
円
巳
自
身
も
、
回
出
可
。

}
5
p
qさ
互
に
対
す
る
具
体
的
で

明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

養
成
内
容
の
比
較

〈
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
比
較
〉

日
本
の
臨
床
心
理
士
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
心
理
学
や
心
理
療
法
に
つ
い
て
の
知
識
は
養
成
機
関
で
得
る
こ
と
は
で
き
る
。

し
か

し
、
ど
の
心
理
療
法
を
用
い
る
℃
喝
の
『
。

F
2
8互
に
な
れ
る
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

成
さ
れ
た
臨
床
心
理
士
が
、
実
践
可
能
な
臨
床
の
場
も
明
解
で
は
な
い
。

ま
た
、

」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
養

英
国
の
宮
ヨ

g
p
q岳
山
色
は
、
ま
ず
、
自
分
が
習
得
す
る
技
法
を
選
び
、

そ
の
技
法
を
習
得
す
る
過
程
で
、
心
理
学
や
他
の
心
理
療
法

心理療法家養成に関する日英比較357 



に
つ
い
て
の
知
識
を
広
め
る
。

358 

〈
養
成
期
間
〉

日
本
の
養
成
期
間
は
、
最
低
二
年
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
英
国
の
養
成
期
間
は
、
心
理
療
法
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
、

最
低
で
も
三
年
か
ら
四
年
間
で
あ
る
。

〈
養
成
方
法
〉

日
本
の
養
成
方
法
は
、
学
校
教
育
方
式
で
あ
り
、
集
団
的
養
成
で
あ
る
。

英
国
の
養
成
方
法
は
、
基
本
的
に
一
対
一
で
、
必
要
に
応
じ
て
、
小
集
団
に
よ
る
討
議
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
宮
胃

Z
P
2
8笠
養
成
内
容
の
日
英
の
違
い
は
、
養
成
し
て
い
る
宮
古
ぎ
吾

q昌
吉
像
、
臨
床
心
理
士
像
の
違
い
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
多
種
多
様
な
心
の
問
題
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
適
切
な
援
助
を
行
う
た
め
に
、
具
体
的
の
援
助
の
方
法
や
技

能
は
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

資
格
審
査
基
準
の
比
較

日
本
は
、
大
学
院
終
了
後
に
、
臨
床
心
理
士
資
格
審
査
(
臨
床
心
理
学
と
関
連
領
域
に
関
す
る
知
識
試
験
と
面
接
試
験
)
が
行
わ
れ
る
。

英
国
は
、
養
成
機
関
に
入
会
す
る
際
に
適
性
に
関
す
る
審
査
が
行
わ
れ
、
研
修
終
了
時
に
、
各
養
成
機
関
で
、
実
技
試
験
、
面
接
試
験
、
論

文
審
査
が
行
わ
れ
る
。



日
本
の
資
格
審
査
が
、
志
願
者
の
持
つ
臨
床
心
理
学
一
般
の
知
識
の
量
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
英
国
の
そ
れ
は
、
志
願
者
の
持

つ
、
心
理
療
法
の
技
法
の
水
準
と
、
官
官
宮
仲
F
o
g
-
E
と
し
て
の
適
性
と
、
思
考
力
・
表
現
力
と
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上

述
の
通
り
、
日
英
の
心
理
療
法
に
対
す
る
理
解
の
差
と
、
心
理
療
法
の
社
会
的
な
位
置
づ
け
な
い
し
認
知
の
違
い
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

5 

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

「
円
V
l
l
l
咽
『

日
本
の
臨
床
心
理
士
養
成
の
課
題

英
国
の
古
唱
。

g
F
o
g
-己
養
成
課
程
と
の
比
較
か
ら
、
日
本
の
臨
床
心
理
士
養
成
に
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

臨
床
心
理
士
養
成
指
定
大
学
院
は
、
特
定
の
心
理
療
法
が
習
得
で
き
る
よ
う
な
し
く
み
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
で
養
成
さ
れ

る
臨
床
心
理
士
資
格
取
得
者
は
、
心
理
臨
床
を
展
開
す
る
た
め
の
技
能
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ
こ
ろ
の
問
題

を
持
つ
人
々
に
対
す
る
臨
床
心
理
学
的
な
援
助
を
行
う
専
門
家
と
し
て
の
臨
床
心
理
士
と
い
う
資
格
の
大
き
な
問
題
点
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
こ
れ
は
、
大
塚
が
指
摘
し
て
い
る
日
本
の
臨
床
心
理
学
の
歴
史
的
背
景
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
精
神
医
療
の
場
で
、
臨
床

心
理
士
が
医
師
の
補
助
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
心
理
療
法
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

日
本
の
事
情
も
一
因
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
も
大
き
な
要
因
は
、
特
定
の
心
理
療
法
を
実
践
し
て
い
る
心
理
療
法
の
指
導
者
の
不
足

心理療法家養成に関する日英比較359 



で
あ
ろ
う
。

360 

今
後
の
課
題

筆
者
は
、
英
国
の
心
理
療
法
家
養
成
期
間
の
一
つ
で
あ
る
任
σ
。
見
。
丘
一
司
喝
の
F
a
g
B
ω
可包
E
D
m
n。
号
ωσ
に
お
い
て
、

円-55mw昨
日
早
養
成
訓
練
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。

そ
し
て
、

一
年
間
宮
山
日

ZE

こ
の
訓
練
期
間
に
、
心
理
療
法
に
関
す
る
日
英
の
違
い
に
気
付
い
た
。

そ
の

体
験
か
ら
、
こ
の
研
究
を
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
心
理
療
法
家
(
℃
唱
。

Z
F
2
8笠
・
臨
床
心
理
士
)
養
成
に
つ
い
て
日

英
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
日
本
に
お
け
る
心
理
療
法
家
の
養
成
に
関
す
る
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、

さ
ら
に
、
臨
床
心
理
士
養
成
大
学
院
以
外
に
、
日
本
に
あ
る
心
理
療
法
の
技
法
を
習
得
す
る
た
め
の
機
関
に
つ
い
て
調
べ
、
心
理

療
法
の
一
技
法
で
あ
る
心
理
劇
療
法
官
喝
の
F
a
s
B
ω
の
普
及
と
心
理
劇
療
法
家
官
喝
の
F
a
s自
主
阜
の
養
成
課
程
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

注
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折
衷
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色
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岳
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(b)
中
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
十
九
世
紀
に
お
け
る
精
神
医
療
に
お
け
る
目
ざ
ま
し
い
進
展
は
な
か
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
お
け
る
一
種
の
ア
マ
テ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
ご
と
き
も
の
は
精
神
医
学
と
必
ず
し
も
な
じ
む

も
の
で
は
な
い
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学
部
に
精
神
科
講
座
が
設
置
さ
れ
た
の
は
千
九
百
六
十
年
代
も
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
聞

い
て
耳
を
疑
う
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
医
師
養
成
は
病
院
中
心
で
あ
り
、
徒
弟
制
度
に
よ
っ
て
医
師
と
な
る

途
が
二
十
世
紀
ま
で
残
っ
て
い
た
。
:
:
:
中
略
:
:
:
徒
弟
的
医
学
教
育
は
わ
れ
わ
れ
の
単
純
に
観
念
し
が
ち
な
ご
と
く
、
「
お
く
れ
た
」
医
学
教

育
と
観
念
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
近
、
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
医
学
教
育
の
試
み
の
う

ち
に
徒
弟
制
度
が
最
も
効
率
の
よ
い
方
法
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
由
で
あ
る
。
」

(

c

)

「
:
:
:
前
略
:
:
:
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
以
前
に
見
る
臨
床
心
理
学
の
前
駆
像
は
、
そ
の
呼
称
も
見
な
い
ま
ま
、
い
わ
ば
知
能
測
定
の
移
入

に
見
る
懐
妊
期
を
経
て
、
や
が
て
生
成
を
果
た
す
長
い
胎
生
期
を
経
過
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
、
臨
床
心
理
学
の
わ
が
国
に
お
け

る
誕
生
は
、
一

O
四
五
年

1
五
O
年
に
か
け
、
「
少
年
法
」
、
「
少
年
院
法
」
の
施
行
(
一
九
四
九
)
に
み
る
全
国
に
新
設
さ
れ
た
少
年
鑑
別
所
や

家
庭
裁
判
所
の
鑑
別
技
官
や
調
査
官
の
任
用
、
「
児
童
福
祉
法
」
(
一
九
四
七
)
や
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」
の
施
行
(
一
九
五

O
)
に
よ
り
、
全
国

に
設
置
さ
れ
た
児
童
相
談
所
身
体
障
害
者
構
成
相
談
所
の
心
理
判
定
員
の
任
用
等
に
み
る
人
的
資
源
の
要
請
が
社
会
的
に
発
生
し
た
、
あ
る
意
味

で
の
受
身
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
ア
メ
リ
カ
臨
床
心
理
学
の
直
輸
入
と
も
い
え
る
大
わ
ら
わ
の
営
み
で
あ
っ
た
。
:
:
:
後

略・・・・・・」

(1)
西
園
昌
久
『
新
版
、
精
神
医
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
三

(2)
東
山
紘
久
『
心
理
臨
床
大
事
典
』
培
風
館
、
一
九
九
六

(3)
東
山
紘
久
『
心
理
臨
床
大
事
典
』
培
風
館
、
一
九
九
六

(4)
小
川
捷
之
『
新
版
、
精
神
医
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
三

(5)
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
監
修
『
臨
床
心
理
士
に
な
る
た
め
に
[
第
一
六
版
]
』
四
五
頁
、
誠
信
書
房
、
二

O
O四

(6)
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
監
修
『
臨
床
心
理
士
に
な
る
た
め
に
[
第
一
六
版
]
』
七
一
頁
、
誠
信
書
房
、
二

O
O四
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(7)
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
監
修
『
臨
床
心
理
士
に
な
る
た
め
に
[
第
一
六
版
]
』
七
一
頁
、
誠
信
書
房
、
二

O
O四

(8)
下
坂
幸
三
「
対
人
援
助
の
基
礎
に
な
る
も
の
」
『
精
神
療
法
』
〈
己
-
N

∞
-z。・
h
F

四
五
一
頁
、
金
剛
出
版
、
二

O
O
二

(9)
回

-
F
E
E
D
F
h。
R
5
E
a。
-
8
0
E
。
弓
ω
可。

z
z
m
F
三日
Y
E・同・』
-
P
E巳
除
〉
・
』

-
E
S
R
F
Jヨ
-
9
5
8

(m)
何
回
判
巧

g
F
d
H
O司
包
号
。

E
E
σ
。。

r
b
-
F
a
-
e
t
o
ユ回
2hF
冨・
4
司

0
5・
g
m
P
5
8

(
日
)
』
・
叶

-
E
F
P
5
2
0
E
Q巳
毛
色

23ω
可。

z
z
m
F七
-
N吋

P
E・同・』
-
P円
ω吉
宗
〉
・
』

-
E
q
g
n
F
ヨ-
9
5
8

(
ロ
)
中
井
久
夫
『
西
欧
精
神
医
学
背
景
史
』
、
一

O
四
ー
一

O
五
百
(
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
九

(
日
)
大
塚
義
孝
『
心
理
臨
床
大
事
典
』
九
頁
、
培
風
館
、
一
九
九
六
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追
記
・
本
稿
は
共
同
研
究
「
児
童
に
お
け
る
総
合
的
人
間
学
の
試
み
」
研
究
会
に
お
け
る
研
究
発
表
を
基
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。




